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切
下
に
關
す
る
贤
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の
考
察
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(

九
,
八〕 

は
、
世
界
經
齊
吁
未
だ
姑
レ
く
比
ニ
變
の
間
を
彼
霄
し
な
げ
れ
ば
な
-̂

ぬ
で
ぁ
ら
ぅ
。
.
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三
四
，
六
•
ニ
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四 ，三 ニ 一

序
論

理
論
的
法
則
の
確
，立•

_
數
關
係
と
因
果
關
係_
 

目
的
概
念
と
因
果
概
念.

五

〖

純
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經
濟
學
ー
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六

：
效
用
槪
念.
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•

七
主
観
的
價
値
と
價
；格V
. 

V

1
:

序
論
：

:へ

. 
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限
#
效
用
說
は
、
前
世
紀
の
第̂
分
の
5
期
に
於
て
初
て
歐
洲
學
界
忆
其
潑
展
ー
，の
.强
0
な
基
礎
，を
置
い' て
以
來
、
：今
日
に
至
る
ま
で 

可
成
り
の
年
月
を
閱
し
て
來
た
、
其
間
該
學
說
が
受
け
來
っ
：た
所
の

.非
難
攻
擊
は
實
に
多
志
面.に
苜
T

、
其
學
說
の
.殆
ど
あ
ら
ゆ
る
部 

分
に
.及
ん
で
居
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
或
は
全
體
的
に
或
は
部
分
的
に
、
；
或
は
拒
絕
し
或
は
訂

.JE
せ
ん
と
試
み
た
學
者
は
之 

限
界
效
用
理
論
の
擁
護
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眼
界
效
用
理
論
の
擁
護
，
 

二

四

(

九
九
〇〕 

を
牧
擧
す
る
.に
贩
が
な
い
程
：で
あ
名
。
：而
し
.て
反
對
派
の
：人
：々
.か
ら
猛
烈
'&
政
擊
が
加
ぺ
%

れ
る
と
同
時
に
、
他
方
杧
於
¥
當
該
學
派 

to
屬
す
る
と
自
ら
稱
す
る
人
々
の
仲
ft
自
が
ら
意
見
の
相
遠
が

M

ず
る
m
至
っ
た
.の
も
無
理
な
ら

ぬ
次

m

で
あ
ち

ぅ
.'
.0

現
今)

般
に
壤 

太
利
學
派
瑞
西
の
口
1
ザ：

ン
ヌ
學
派
ハ
^
國
の
^

ヰ
ブ
リ
> 
ボ
學
派
及
び
商
米
利
如
の
制
度
主
馨
派
^
呼
泛
そ
房
る
所
の
名
の
は
へ 

何
れ
も
呰
相
等
し
く
所
謂
る
限
界
效
用
說
に
其
起
源
を
持
っ
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
諸
分
派
は
そ
れ
ぞ
れ
或
固
有
の
立
場
、
又
は
獨 

特
の
解
釋
を
備
べ
て
居
り
、
.或
意
味
：忙
於
て
互
に
對
立
し
て
居
る
'0

が
併
し
筆
者
：の
觀
る
所
に
據
れ
ば
此
等
の
諸
分
派
に
は
大
體
に
於
て
特
に
限
界
效
用
說
一
般
と
し
て
特
微
付
け
ら
れ
得
べ
き
共
通
點 

が
一
一
っ
あ
る
機
で
あ
冬
。
其r
っ
は
、
該
學
派
が
其
發
生
當
時
歐
洲
の
經
濟
學
界
を
風
靡
し
て
居
っ
'た
所
の
歷
史
學
紙
に
對
し
て
反
動 

的
立
場
を
採
用
.せ
る
韵
で
あ
る
。
.換
言
す
れ
ば
歷
史
學
派
は
方
法
論
上
に
於
て
現
實
主
義
的
歷
史
的
方
法
を
採
る
が
、
限
界
效
用
說
は 

之
に
對
し
杣
象
的
孤
立
的
方
法
は
據
る
,

の
で
あ
る
。
歷
史
的
硏
究
を
尊
蜇
す
る
の
餘
り
純
理
論
的
硏
究
の
價
値
を
殆
ど
全
く
輕
蔑
し 

去
ら
ん
と
し
た
所
の
歷
史
.學
派
に
對
抗
し
て
、
純
粹
理
論
的
絕
對
主
義
を
カ
說
し
た
所
に
限
界
效
用
說
の
.重
大
な
特
徵
が
あ
る
の
で
あ 

る
。
此
の
謂
は
'̂
方
法
論
の
特
質
は
實
に
限
界
效
用
說
に
存
在
理
由
を
與
ふ
る
根
本
的
事
由
で
あ
る
o
然
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
諸
分
派 

の
間
に
不
幸
に
し
て
必
し
も
完
全
な
一
致
が
備
っ
て
居
ら
ぬ
。
勿
論
個
別
的
、
歷
史
的
硏
究
を
排
斥
し
て
一
般
的
、
理
論
的
研
究
を
ば 

經
濟
學
の
性
質
と
し
て
承
認
す
る
と
い
ふ
漠
然
た
る
方
法
論
的
主
張
に
於
て
は
確
に
共
通
點
を
認
め
る
匕
と
が
出
來
る
の
で
.あ
る
が
、
 

斯
く
の
如
き
硏
究
方
法
の
理
論
的
意
義
、
換
言
す
れ
ば
學
と
し
て
の
經
濟
學
の
內
容
を
鞲
成
す
る
所
の
法
則
の
論
理
的
性
質
如
何
に
關 

し
て
は
、諸
分
派
の
，間
に
此
ー
；細
な
ら
ざ
る
意
見
の
相
違
，が
进
る
糠
に
見
受
け
ら
れ
る
。
第
一
一
の
共
通
點
は
何
で
あ
る
か
と
言
へ
ば
、
そ
れ 

は
言
ふ
ま
で
も
無
く
，
價
格
形
成
過
程
の
說
明
手
段
と
.
.し
て
限
界
效
用
の
觀
念
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
.る
。
.此

第

二

の

謂

は

^
價

値

論 

上
の
共
通
點
は
前
の
第
一
の
特
徵
に
比
較
し
て
一
勝
亚
確
且
っ
一
般
的
に
限
界
效
用
說
の
各
分
派
に
當
篏
る
の
で
ぁ
っ
て
、
此
等
各
派

.は
殆
ど
例
外
な
ぐ
此
觀
念
を
採
用
し
て
居
る
と
言
タ
て
差
支
义
饭
い
ひ

「

,

茲
で
,ー
應
注
意
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
：は"_限
界
效
用
論
索
が
常
；に
必.し
^
價
値
論
上
：の.生
觀
主
識
#
た
る
こ
と
を
意
味
す
る 

も
の
.で
は
；な
い
と
い
ふ
こi
で
あ
る
。
限
界
效
用.說
.は
其
初
^
て
呢
導
.さ
れ
^
當
時
に
在
っ
て
は
、
其
以
前
に
勢
力
を
府
し
て
居
っ
た 

所
の
客
觀
的
價
値
學
說
に
對
抗
せ
る
もの
と
，し
て
意
_
を
有
1
、
價
値

;.
<

o

主
觑
的
要
素
を
極
力
强
調
す
る
も
の.で
あ
っ
た
、：
從
って
そ 

れ
は
主
觀
的
價
値
學
說
の
代
表
で
あ
り
、
同
時
に
客
觀
的
價
値
學
說
と
は
氷
炭
相
容
れ
ざ

一
る4

の
\
如
く
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る

P

併 

し
研
究
の
進
歩
は
最
近
に
至
っ
て
、
.
li
t
兩
學
說
ぬ
間
に
.稂本

的

對也
の
介
在
せ
ざ
る
こ
と
を
證
明
す
る
に
至
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
比
喩 

を
藉
り
る
歎
ら
ば
兩
擧
說
の
論
爭
は
恰
も
鋏
で
紙
を
切
る
際
に
其
上
双
が
之
を
切
る
か
或
は
下
双
が
之
を
切
'る
か
の
議
論
に
類
す
名
名 

め
で
あ
る
と
.
5ふ
見
解
が
漸
次
勢
カ
を
占
む
多
に
室;0
た
。
:'
:
,'
:; 

”
リ

ン

：
し

-
'

而
し
て
吾
人
も
亦> 
旣
に
他
の
機
會
に
述
べ̂
如

く
.^
註
一
 >

 

限
界
激
：用

說

，

诛
し
，
て

單

孜

石

主

:1
|
的
價
値
理
論
浼
止
泣
名.も
.の
で
な 

く
、
，價
値
.決
.定
の
要
素
と
し
て
客
襯
的
要
素
を
も
同
時
に
包
含
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ

.る
。

註I

三
田
學
會
雑
S

十
八
.卷1

號
昭
靱
九
带
亡
月
、
拙
稿
參
照
.

.

.
'
ニ
之
を
要
す
.る
：に
:'
'
現
_
の
.腺
界
效
用
說
め
，共®
的
特
質
は
大
體
Ji
述
の
ニ
.點

：で
あ
：
る
が
、

其

，中
、
。
棄
 

唯
'
_史
學
派
に
反
對
す
る
と.
.い.ぷ
消
極
的
典
通
點
が
在
る
の#
で
、
諸
分
派
自
體
め.方
法
論
的
生
張
の
間̂

殊
に
？
時
.の
經
過
に
連
れ
反
動
的
性
質
を
.鄉
く
す
る
に
至

っ
た
現
在
に
在
っ
ては
、
寧
ろ
其
方
法
論
上の
差
違
が
反
っ

て
激
し
い
論
爭 

め
目
標
と
な
る
傾
さ'へ
：あ
る
の
で
あ
為
げ
然
名
把

«

値
論
土
の
井
通
點
に
關:'

:

1

>

て
'は
殆
ゼ
異
論
が
海
い^

言
! 0

.て

.ょ

.い
程

：で
あ
る
.。
：
即 

:t
限
郝
效
用S

觀
念
は
、
該
學
派
佐®
ず
^
如
何
#
名
：人
に
依
■
弋
も
州
登
れ
そ
痗
る
。.：唯
*相
逭
あ
-1
)

す̂
れ
ば
、
：.方
法
論
上
の
耍 

求
：ょ
办
し
て
其
利.用
：の
仕
方
忆
相
遠
.が
多
る̂
嘗
1
,る

で

あ

名

ぅ

タ

«

.

.
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ご
，
r
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界

效

：用
现
：論
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の
擁
,

S

ハ

(

九

九

ニ〕

此
結
f

b

lて
、
限
#
效
用
論
奢
が
其
反
對
派
の
人
々
に
對
し
て
取
る
態
度
：に
自
ら

1

定
の
共
通
性
が
生
れ
て
來
る
。
即
ち
其
方
法 

論
に
關
す
る
限
り
に
於
て
は
、
：效
用
說
諸
分
派
と
反
對
派
と
の
間
に
共
通
や
對
立
が
在

.

.
る
_
.
で
な
く
五
に
入
亂
れ
て
議
論
を
交
へ
る̂

 

樣
で
あ
る
の
.に
、
價
値
論
に
關
す
る
限
り
、
效
用
論
者
は
何
れ
も
皆
殆
ど
同
樣
の
論
法
を
以
て
戌
對
派
の
效
用
說
非
難
に
答
へ
て
居
る 

の
で
あ
る
。*-
,

;;
V

.

 '

 '

.
今
菩
人
が
此
論
文
に
呤
て
明.：に
し
た
い
と
望
む.こ
と
.は
、
限
.界
效
用
說
本
來
の
學
的
意
義
即
ち
興
方
法
論 

之
に
.栽
い
て
、
效
用
價
値
霞
農
を
明
に
す
る
即
ち
從
來
效
用
說
に
對
し
て
：浴
；せ
ち
れ
た
る
誤
れ
る

.非
難
を
拭
ひ
、去̂U

で
あ

る

。

.

'

:
:
v

ァn
:
:

'理
論
的
法
則
め
確
立
厂'̂

先
づ
方
法
論
的
規
宛
か
ら
始
め
や
うo;v
-
v
v
? 

■

:.:
■入 ̂: 

, 

.
ン
ン
.:
;
:
/
.
:
.

限
採
效
用
說
は
理
論
經
濟
學
を
硏
究
す
る
方
法
と
し

て

、
抑
‘

郝
な
る
種
類
の
方
法
に
據
るベ
，き
で
あ
：ら
う
か
々
，吾
入
は
、
當
該
學 

派
の
.創
立
者
の
一
人
た
り
し
力
ナ
ー
ル
•.メ
ン
ガ
ー
の
方
法
論
的
主
張

こ

そ

正
に
其
取
る
べ
き
道
で
あ
ら
う
と
信
ず
るPメ
ン
ガ
ー
の
主 

張
と
は
即
ち
理
論
經
濟
學
が
理
論
的S
S

街
科
學
た
る
可
き
こ.と
を
.奥
求
す
る
こ
と
で
あ
る0
メ
.シ
ガ
ー
は
硏
究
の
方
法
を
ば
歷
史
的
並 

に
麗
1
的
硏
究
方
法
と
に
分
け
、
前
盏
は
現.象
の
個
別
的
性
質
、
個
別
的
關
係
の
認
識
を
目
的
と
す
る
も
の
、
後
蓉
は
現
象
の
一
般
的
特 

質
、

一
般
的
關
係
の
認
識
を

IE

的
と
す
る
も
の
と
爲
し
たo
後
者
の
方
法
を
採
用
す
る
科
學
即
ち
理
論
的
科
學
は
メ
シ
ガ
；
に
依
つ
て 

M
に
ニ
つ
に
分
た
れ
る
。
其
，一
つ
は
理
論
的
硏
究
の
經
驗
的
現
實
主
義
的
方
向
で
あ
り
他
の
一
つ
は
メ

.ン
ガ
ー
の
所
謂
る
®
^
的
方
向 

で
あ
る
。
第
一
の.方
向
に
依
る
硏
究
は
、
：
其
結
論
と
し
て
現
象
の
：、
經
驗
的
法
則
、

.一

般
的
傾
向
を
齎
ら
す
。
斯
く
の
如
き
硏
究
に
依 

り
て
.吾
々
は
瑰
實
上
の
通
趴
、

の
傾
向
に
關
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
來
る
が
、

®
松
な
る
理
論
的
認
識
は
之.を
獲
得
し
得
ぬ
。 

嚴
格
な
る
理
論
的
認
識
は
第
一
一
の
馨
的
方
向
に
依
據
す
る
場
合
に
の
み
之
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
霧
的
方
向
の
根
太
的

#

題
は
.メ
ン
ガ
ー
の
言
葉
を
藉
り
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
：
.'
''

「

縱
令
ひ
唯
*
一
 

囘
の
#
ム
ロ
に
の
み
觀
察
せ
ら
れ
た
こ
と
\
雖
も、
' 正
確
に
®

一
の
.條
件
の
卞
に
於
て
は
常
に
必
ず
現
れ
て
來
る
も
の 

で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、

一
定
種
類
の
厳
格
に
典
型
的
な
る
現
象
に
對
し
て
は
、
同
.

〗

の
襄
情 

の
下
に
於
て
は
、
常
に
又
吾
々
の
思
惟
の
法
則
に
從
つ
て
正
に
必
然
的
に
、
他
の
或
同
様
な
：

I
k種
類
.の
：嚴
格
に
典
型
的
な
る
現
象
が

生
じ
.て
來
る
息
の
で
あ
る

」(

註
ニ〕

と
。

雙
ニ 

p
 

k
3
ger: Untersuchungen aber die M

e
A
o
d
e

 der Socialwissensĉ

メ
ン
ガ
ー
の
考
へ
て
居
る.こ
と
は
、
略
言
す
れ
ば
、
理
論
的
眞.理
の
，特
性
と
し
て'の
思
惟
の
法
則
の.絕
對
的
^
當
性
に
外
な
ら
ぬ
。 

純
粹
な
る
理
論
的
認
識
は
メ
ン.ガ
ー
の
所
謂
'る
0

S

る
意
味
に
於
て
、

：

即
ち
論
理
的
絕
對
的
妥
當
性
を
示
す
意
味
に
於
て

一

宛
の
現 

象
又
.は
現
象
相
互
：間
の
關
係
に
關
す
る
法
則
を
要
求
す
る
も
’の
：で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

o.

.斯
べ
の
如
き
法
則
的
認
識
ぶ
樹
立
す
る
爲
に
必 

要
な
る
.方
法
は
先
づ
第-
に
現
實
的
經
驗
的
現
：象.を
抽
象
化
し
且
つ
孤
立
化
す
る
こ
と
で
あ
る̂̂
^
柚
象
化
、
孤
立
化
.は
必
然
的
に
一
史

の
論
理
的
假
設&
.要
求
す
：る.
。

. 

：
：
 

：;'
,
'

.如
何
な
.る
意
味
の
：理
論
的
硏
究
比
於
：て4
、h
薩

識

の
_
象
：は
：雜
然
た
.る
瑰
實
的
現
象
其
物
で
在
り
得
る
と
.と
尨
'

過
程
を
經
た
る：

認
識
.對
象
.で
な
け
れ
.ば
：な
：ら

ぬ

。

■之

：は̂

ら
れ
た：

る
一
：定
か
現
象
：を
前
提
と.し
：て
：、
論
奉
の
形
式
に;#
:タ
て
推
論
を
«
ふ
も
の
で
.あ
.：る
が
、
此
前
提
去.爲
る
べ
：き
吾
'々
の

知
！
！

は
、 

酵
狗
な
る
，法
則
め
，認
識.を
目
的
と
ず
る
，以
上
、
現
象
の
最
も
撤
本
的
、
*
も
本
質
的

 

斯
く
.の
如
き
知 

識
は
>
.出
來
得
.る
腺
ヶ
杣
象
化
、
孤

立

化.0
方
法
0
據
用
.に
：依

り「

あ
.ら
.ゆ
名
現
實
的
な
る.も
(0
'
\最
:?
>
|
^
な

る

要

素

を

求

め

る

こ

と

忙

依̂

て
得
ら.れ
ー
る'0
':
'':
. 

■
.
 

限
界
效

k
:
l

の
i

 

$
 

c

i

a



一 l
.

八
 

九

四

〕

'

現

象

：：の

本

質

的

な

.名

^

.
の

、

現

實

的

な

る

も

の

、

最

も

單

純

な

る

要

素

と

は

何

で

あ

る

か

。

如

何

な

る

檩

準

に

侔

つ

て

.本

質

的

、

又
 

极

_

な

.る

特

徵

を

：淀

め

名

^

^

あ

名

か

。
、
这

奪

定

妁

：る

^

の

は

當

.0
認

識

：の

_

购

考

|

れ

^

観

察

を

行

社

ん

土

欲

ず

る

啟

^

ば

ぃ

當

該

.

^

#
の

經

建

的

姓

質

が

豐

典

現

象

の

'

:

^
を

#

_

る

.も

の

と

爲

一

る.0
理

論

的

觀

察

は

 

常

に

必

：ず

二
 

.定

，の

論

理

的

脆

疇

C

I
經

濟

學

|

:

拭

經

濟

學

的

議

な

$

範

虜

1

>
の
‘
灼

部

に

：
於

：
て
.行

_は

れ

る

も

の

で

あ

る

以

上

、

現

象
 

の

*

質

は

、
：
吾

^

の

挺

ふ

所

め

-
定

め

論

理

的

繼

め

ム

^

泠

蓋

的

表

規

毛

^

の

依

攀

，：る

所

：の

見

地

^

德

つ

そ

決

定

ぜ

ら

れ

^

も

^

で

あ

名

。
ー
，
此

意

眛

に

典

て

本

«-
は

：現

廣

認

識

生

觀

<0
同

的

設

淀

に

侬

苻

す

る

所

の

相

對

的

性

質

.

.で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

こ

と

に

爲

る

ハ

璧

〕

0

斯

る

が

故

に

本

質

と

は

通

俗

的

に

解

:

釋

せ

ら

る

V

如

爸

、：現
象

：の
；：

1
:

般

的

荩

る

性

質

：

"
偶

^

ら

ざ

-る

.性

質

"
現

象

.

.に

固

€

る

性

質

：
の

請

：
で
.あ

，
る

ゐ

考

人

る

と

と

は

蜇

大

:

な

る

：誤

解

の

原

因

、と

爲

名

。

蓋

し

本

質

：の

斯

く

め

如

き

»

釋

は

、

純

粹

理

論

的

硏

究

.に

#

ぺ

诛

;«
|

!
概

念

を

ぼ

':
.
'
.結

局

ノ

現

象

'の

：
1

般

的

傾

向

の

認

識

把

向

：つ

て

努

カ

す

る

所

：の

瑰

實

主

義

的

理

論

科

學

：の

：法

則

漱

念

^

混

词

.：せ

し

屯

ネ

佐

產

各

に

相

違

：取

い

か

ら

で

あ

る

。

純

粹

理

論

&

.

に

：在

つ

.て

は

本

貧

の

窟

義

は

：飽

く

ま

で

認

識

論

的

吃

決

宠

せ

：ち

れ

.ね

ば

^

8

。

，
斯

樣

：
に

：解
«

し

て

こ

.
そ

本

質

的

な

る

も

の

に

關

す

る
法

則

は

絕

對

的

妥

當

性

.を

具

備

し

、

當

該

現

象

の

根

泳

的

栽

礎

を

明

か

に

爲

し

得

る

資

格

を

與

へ

ら

れ

る

の

.
で

あ

る

。

若

:し

本

質

と

，は

现

象

£

般

的

通

則

に

表

は

さ

る

、

も

の

と

解

せ

ん

か

、

吾

人

が

得

る

所

の

本

質

的

知

識

は

、
.
結

局

、

經

驗

的

、

現

實

的

■
な

硏

究

方

法

に

依

：つ

て

獲

得

せ

ら

れ

る

蓋

然

的

認

識

統

計

的

知

，_

と

何

雲

：る

所

の

.無

：.い

f

の

，
と

：化

し

終

る

で

あ

ら

ぅ

。

..
, 

ti
三

.
R
.

 

K
e
r
s
c
h
a
g
e
r
E
i
n

s?I
l
r
u
n
g

. in
.

 

d
i
e

 

. 

M
e
t
h
p
d
e
n
i
e
h
r
e

 

N
a
t
i
o
n
a
l

oik
o
n
o
m
i
e

 

.

1
9
2
5
、
. 

s
,

 

6
6
. 

f
f

 

...

.

淇

處

'で

經

濟

襻

：

の

對

象

を

：決

定

す

る

爲

，に

は

^

1

|
;理

的

$

と

し

ヤ

.の

經

濟

學

的

觀

察

と

は

^

^

.
あ

'る

ち

現

象

の

經

濟

的

性

質

 

•4

:は

何

を

意

味

す

：る

，
の

で

あ

ら

.う

か

を

問

題

と

，.せ

‘
ね

ば

#

ら

.ぬ

。

吾

人

は

此

處

で

經

濟

の

意

義

を

決

定

す

る

必

要

に

迫

ら

れ

る

。

經

濟

と

は

何

ぞ

や

と

»

こ

と

凇

_

來

始

^

あ

ち

ゅ

る

.經

濟

學

者

が

そ

れ

^

>

-
自

5
:1自

身

の

言

葉

を

以

て

任

意

に

說

明

を

試

み

來

た

つ

.だ

こ

. 

と

;^
あ

つ

て

、

：諸

學

荞

の

如

に

必

ず

見

解

の

，
£

が

あ

る

.と

は

保

證

せ

ら

炎

o」

.'
:

 

，
併

し

此

點

に

關

す

る

意

見

：の

.不

一

致

は

.狄

し

^

上

述

、
の

意

味

に

於

け

.る

法

則

の

論

迦

的

性

質

に

影

響

を

與

へ

る

现

出

土

は

な

ら

ぬ

。 

^

れ

'は

唯

*
冰

質

的

な

.る

も

-の

.、

內

溶

に

湘

違

を

齎

.ら

し

.從

つ

て

經

濟

學

の

對

象

に

相

遠

を

泶

む

掘

因

と

な

.る

こ

と

は

確

'で

あ

る

が

、
併
 

し

經

濟

學

に

於

て

追

求

す

る

：法

則

ゎ

論

鄉

的

性

質

を

顏

北

せ

し

办

る

も

の

，
で

姑

な

.ぃ

0(

醫

〕

.

'

話
四
唭
故
に
此
傺
經
濟
の
意
義
如
何
は.第
二
次
的
重
要
性
を
有
す
る
に
：過
ぎ
ぬ
。
吾
人
の
考
ふ
る
所
に
依
忙
ば
、
經
濟
と
は
人
間
が
そ
れ

f
 

_ 

'自
己
に
艰
つ
て
，の
幸
福
を
可
及
的
に
滑
大
せ
し
み
/

a'
と
す
る
合
理
的
行
励
に'依
つ
"て
與
へ
ら
れ
る
所
の
-、
ん
間
组
活
现
象
上
の
性
铒
で
あ
る
と

• 

. 

• 

. 

,
 

.•

.

. 

' 

-
:'
•
»;
> " • 

. 

ノ
 

.へ
 

* 

...
 

<
 

ノ
 

.

,

,考
へ
る
。_
_人，間
は
其
;*
觸
を
增
大
す
る
爲
に
：怀
等
か
：の
手
段
に
依
つ
て
常
に
北
'褪
々
な
る
欲
寧
を
滿
足
す
る
こ
と
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

.

其

際

其

欲

亂

滿

足

の

手

段

は

、

•
ー
'定

社

#/
の
，，人

間

办

金

體

が

欲

留

1-
此

紀

し

'て

撤

ダ

&/
ご

>:
:

が

ぢ

る

。
' 级

る

時

人

間

の

理

性

的

行

動

は

所

謂

る

- 

1

^

敗

跖

蒯

即

％

氣

少

$

又

は

最

犬

滿

足

の

原

'則

の

形

を

胧

づ

、
で
.現

れ

令

_

濟

な

る

浊

質

に

氣

く

.の

如

き

2|
?

愦

0 ,
爲

に

社

會

上

め

諸

現

^

 

ぺ

.

1C
:

賦

與

.せ

^

V

れ

を

敗

の

.性

質

で

あ

る

。

經

濟

學

の

對

象

と

爲

す

跟

の

經

濟

現

象

と

は

撕

か

性

質

办

现

か

社

會

的

形

態

に

外

な

ら

ぬ

。

r
 

ノ

.之

ま

で

述

べ

來

た

っ

た

所

ぬ

依

ヴ

て

理

論

|

|
濟

學

に

釙

1>
:

陬

ル

效

用

擧

_

ゆ

#

來

採

用

す

べ

ぎ

方

法

論

的

態

度

の

—

丽

は

.明

で

あ

ら
 

?

即

ち

其

態

&

ば

飽

く

灸

で

歷

史

的

現

肾

屯

義

，
方

法

^

排
嚴
る
も
の
で
あ
ら
ね
敗
な

^'
ぬ

'。

.但

し

棑

厣

す

る

と

い

ふ

乙

と

が

決

じ
 

て

誤

り

と

爲

す

と

：

S

ふ

意

味

で

だ

：̂

こ

ど

ば

勿

論

で

耖

^

。

W

純

粹

な

る

理

論

的

認

！I

を

達

成

ず

る

爲

に

は

ル

•
：

ン
：ず

ー

の

稱

ふ

な

が

如
 

き

i

密

的

雜

究

ガ

法

.が

最

も

適

當

で

あ

る

と

主

張

す

る

に

過

ぎ

ぬ

。

吾

人

は

嚴

密

法

則

の

意

味

を

ば

他

八

擧

衮

特

に

シ

ュ

ン

ぺ

ー

タ

ー
 

の

意

見

と

比

歡

す

る

&:
と

.に

敗

つ

で

.；4

滕

哪

確

に

'じ

や

.ぅ

0

限

界

效

用

學

派

ぬ

屬

ず

る

--
'

分

派

と

し

て

、
.ハ

經

濟

.學

ば

經

_

現

象

：.の

：
1

般
 

的

傾

向

を

明

に

す

る

も

の

で

あ

る

と

い

ふ

マ

ー

シ

ャ

ル

流

の

考

へ

方

は

著

し

く

方

法

論

的

瞹

昧

さ

を

含

む

も

の

と

し

て

棑

斥

せ

ら

れ

ね

他

な

&

ぬ

タ

M

tt
:
.夂

:>
M

米

1

:

#
の

制

度

主

義

.の

如

く

ひ

.經

濟

法

.則

，
：に

對

す

冬

具

體
|

社

會

^

^

の

影

響

淹

考

慮

圮

入

れ

ん

义

す

'2
> 

i

界

效

用

理

論

の

露
 

1
.
1

九

ハ

九

仇

五

)



f
 

t

i
費
 

i
 

(

I

)
賞
.灰
'̂
.ぬ
.。
.
-
:
て
：

-
.
'
.
.
.
'
.
- 

:

界
：效
用
學
派
の
紙
營
中
の
有
力
な‘る
.

人

ョ
.
♦セ
フ
、
.シ
a.
,ム
：•へ
.
1
タ
ー
も
亦
經
濟
學
上
の.多
大
<D
赏
獻
に
も
拘
ら
ず
止
ナ
面

&

於
て
^
甚
だ
^
ぐ
瞹
眯
で
あ
る
.A
'
+ ■
' 

L

.

'

,

'
吾々
ばュ

.

.ンー
べ_ー
丨
タ
1
の
所
論
を
觀
1
し
て
以
て
菩
ふ.
.
'
の
.主
張
を
ば
同
時
猶
の.方
面
に
關
し
て
も
明
に̂ 

|
1理
的
撒
論
ー
の.截
礎
た
石
可
き
本
質
的
な
る'̂:
-
€>
'
.
:
.
に
關
す
る
'彼
の
.意
見
は
メ
ン
が
ー
流
の̂

抬
主
義
と
ー
致
せ
ぬ
。
シ
ュ
ム
へ
ー
タ
ー 

は
资
則
の
說
明
と
軋
實
の
記
述
と
が
鋒
る
も.の
で
ば
な
い
と
考.へ
る
テ
彼
i

れ
齡
則
と
ゆ

あ

つ

て

，

g

和
め
.
^
敗̂
實
私
記
述
に
外
な
纪
ぬ0.
唯
*
法
則
的
認
識
を# ,

る
爲
片
は
個
.々
&
事
實
の
.記
_
で
な
く
、
事
實
の
一
般
的
性
質

を
觀
察
す
る
こ
ど̂

必
©
&'
:
.の
>で
.あ
ぷ
？
換
言
オ
れ
ぱ

「

吾
人
は
，、
限
り
な
い
程
の
雜
然
：た
る
牲
質
に
煩
は
さ
.
.る
V
こ
と
な
く
、

一
 

定
種

類
の
涎
象
の
廣
汎.な
る
類
做
性
を
觀
察
す
る
の
で
あ
るO
J個
々
の
現
象
は
そ
れ
ぐ
相
異
な
つ
た
特
質
を
備
へ
て
.屈
る
が
、

「

併
し
全
體

と
し
^,
-見
れ
ば
類
愀
せ
る
瞭
歡
の_
は
類
似
せ
ざ
.る
特
徵
の
.數
ょ
り
遙
に
多
い
？

あ
る

」

|

0
と
0

註
E、J

r
.
s
c
h
i
i
r
;
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,
.法
1
の
基
礎
た
る
.ベき

..

理
論
の
.出
發
點
を
斯
く
の
如
く
飽4

で

變

に
.則
し
て
響
釋
す
る
時
は
、
其
法
則
的
議
は
論
理
上
の
意 

.味

.に

於

け

る

I

般
的
妥
當
性
を
要
求
す
る
資
精は
'
.な
い
雰
あ
る
。
其
認
識
の
成
果
は
絕
ぇ
ず
經
驗
的
事
實
に
參
照
せ
ら
れ
つ

X
現
實 

的v

生

孕

る

もQ

と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
そ
れ
は
統
誌
法
則
と
何
霍
木
的
相
違
を
有
せ
ぬ
も
の
と
な
る
で
あ 

•ら
ぅ
し
、
，.純
粹
现
論
的
法
則
の
確
立
の
爲
：に
論
理
上
當
然
必
耍
|

1

定
の
，假
定
的
前
提
ば
不
必
要
と
な
る
喾
で
あ
る
。

.

„ 

t

へ
y

r

fは「

統
；

t

的
法
則
と
嚴
密
法
則
と
の
間
に
何
等
根
本
的
對
立
馨
し
な
い

」

I

)

と
斷
言
す
る
。
之
は
彼
の
立
場
力

^•
觀
る
な
ら
ぱ
當
然
す
あ
る
扣
も
紐
れ
ぬ..0
.がV

方
に
於
て
シ
ュ
ム
'
•へ.
1
>
1ば
事
篦
の
記
述
の
爲
に
假
走
的
前
提
が
必
要
で
办
み
と 

說
い
て
居
る
。
：
之
は
明
に
論
理
上
：の
.矛
盾
で
あ
る
？
シ
キ
ム
べ1
タ
：丨
は
之
に
就
て..次.の
：.如
く
辨
明
し
て
居
る「
吾
々
が
^
け
る
所
の 

假
設
は
宛
義
と
同
じ
く
其
自
體
任
薏
な
も.の
で
あ
.る
。
確
に
吾
々
は
事
實
を
通
じ
て
假
說
の
樹
立
に
達
す
に
は
相
違
な
い
。
.が
併
し
根 

本
に
於
て
、.假
說
は
吾
•々
自
身
：の
全
能
力
か
ら
創
り
出
さ
れ
：る
も
.の
：で
あ
る
。
其
故
に
其
外
見
上
の.確
實
性
は
矢
張
り
觉
_
と
同
じ
く 

•
*:

此
事
惝
即
ち
.香
人
の
全
能
力
の
み
に
歸
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ.ぬ
，。

併
し
な
が
ら
吾
々
，
ば

法

意

し

'
て

、
假
說
の
中
に
含
ま
る
、
主
張
を 

出
來
得
る
酿
}}
-
=僅
4ノ
な
^
し
む
る
樣
に
.努
カ
ず
.る
.。
而
じ
：て
又
此
僅
少
な
冬
主
張
に.'し
て
も
そ
れ
は
喺
*
單
に
敍
述
の
補
助
手
段
と
し
て 

讥
ひ
^
れ
る
の
セ
あ
つ
で
決
し
て

「

つ
の
.
'認
識
と
し
て
.利
用
せ
&:
れ
る
も
の
で
は
な
いo
此
一
。

一

つ
.の
點
こ
そ
は
吾
々
'の
假
說
を
ば
先
驗 

的
思
索
と
區
別
す
釭
も
の
で
あ
つ
て
、そ

れ

ほあ
ら
ゆ
る
疑
問
を
鎭
靜
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
/
註
七

)

と
o
 

-:
•(

.
ぃ

註

六

ン

蜇
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.wc
h
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i
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::: 
'

M

じ

て

シ,
ム
べ
1
タ
1:
;
.の
.擧
：げ

芬|
:
|
つ
.0:
_

は
吾
：々
の
指
摘
す
る
.矛
盾
を
解
に
足
る
も
の
と
言
へ
る
で
あ
ら
ぅ
か

9
シ
.，ュ
ム 

.4
V -

夕
丨
の
考
.
へ

はノ
吾
ヰ
の
指
摘
す
る
矛
盾
钇
ば
矛
盾
で
な
ー
い
と
爲
す
も
_の
\
如
<
で
あ
る;°
換
ー
ー
ー
日
ず
れ
ば
假
說

.の
有
^

は
法
則
の 

論
.理
的
性
質
に
何
等
根
本
的
變
化
ゼ
齎
す
も0
で
な
い
と
考
べ
る.の
沧
あ
る
'0
.即
ち
前
文
に
續
け
セ̂

法
則
と
統
計
的
法
則
ざ...
の
間
に
.本
質
时
區
別
を
築
く
も
め
で.は
^
い
ヶ
.何
と
な
れ
ば
、
統
計
的
法
則
と
雖
も
常
に
一
定
の
前
提
を
有
す 

.る
%-
.の
で
^
り
、
：而
^
て
：若
し
俞
提
が
：殆
；ど
明
瞭.に
現
れ
て
居
ら
ぬ
と-r
'
れ
ぼ
、
そ
れ
は
吧
、_
現
方
法
0
夂
如
に
恶
く
に
過
ぎ
な
い
。 

歷
史
家
it
?
:す
ち
假
說
&

u
fc
は
濟
ま
さ
.れ
.ぬ
~0
.凡
そ
.あ
，
ゆ̂
.る
命
題
は
そ
の
內
罾
が
如
何
な
る

も
：，

の
.で
あ
る
に
せ
ょ
、唯
、
一
定
の
前
提 

の
下
：に
於
て
の
：み
意
義
を
認
め
ち
れ
名0
で
あ
る
/
註
0
と
0

:

限

兹

；
用
：蝕
論
の
_

護
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s
c
h
u
m
T
5
e
t
e
.
r
,
:
J
p
.
a
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p
. 

si'46-47.
0

M

^

の
意
味
を
ば
單
に
個
タ
の
訥
述
の
爲
に
便
宠
上
必
要

.な
手
段
と
し
て
解
す
る
；な
：ら
ば
、
：或
は
歷
史
家
も
亦
之

.を
用
ふ
る
こ. 

と
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
o

'併
し
若
し
斯
ぐ
解
す
る
& '

ら
：ば
如
何
な
る
命
題
に
於
て

^:

霜
提
な
し
で
：は
無
意
義
で
办
る
と
い
ふ
言
葉
は
容 

易
ぬ
承
服U

難
い
：。
：
填
な
み
■

赞
の
.記
述
忙
猿
定
を
設
け
ぬ
ー
の

〗

が
本
來
の.
主
昏̂

は
な̂

か
。
.''
'.
:
.

::
,'

假
說̂

設
>

け
る
^

と
が
，決
む
で
齒
識
そ
の
も
の
で
^

く
寧
ろ
認
識
條
仲
に
過
ぎ.ぬ
.
こ
，と
は
>

.

わ
ざ̂

-

シ
：チ
<

。へ.

」

1
タの特筆を 

俟
つ
ま
で
もf

自
明
0 !

事
柄
艾
あ
！る
,°

然
^

法
則
的
.

認
識
0:
爲
ぬ
饮
假
說
呔
論
理
上.必
要
不
可
缺
0
:條
件
で
あ
る.-
©
.
; 

i

法
則
的
認 

識
は
唯
:•
,
»

.一
 

ま
の
被
：本：

蚊
下
に
演
繹
的
推
論
を
採
る

'

こ
.

ぎ
に
依
づ
.

て
0
み
：得
ぢ
れ
石.'
0若
じ
此
意
味
に
於
け
る
假
說
を
承
認
す
る 

こ
と̂

欲
せ
ず̂

然
も
倚
ほ
說
明
の
捧
に
假
說
を
要
求
す
る
な
ら
ば
.、
，
其
假
說
た

る

や
、
極
め
_
_て
便
宜
上
の
、
一
.

時
的
裕
助
手
段
と'
し
てQ

.

 

資
格
を
認
め
ら
れ
の
み
セ
あ
ら'.ぅ
。
而
し
て
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
意
中
は
正
し
く
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
ら
ぅ

.

と
推
定
せ
ら
れ
る
。

.

.

.然
セ
と
ず
れ
ぱ
間
題
ば
次
の
點
に
歸
着
ず
石
で
あ
ら
ぅ
::
°.ー
 

即
ち
果
し
て
,

5 
.ン
ベ
丨
タ
ー
は
統
計
的
法
則
の
認
識
を
以
て
理
論
經
濟 

擧
の
住
務
と
爲
1>
.

で
以
て
首
尾.1

賞
し
七
居
& ;

れ
.
る
で
あ「

ら
ぅ
か
.
と。
シ
ュ
ム
。へ

丨
タ

I

は
、
理
論
經
濟
學
の
任
務
が
經
濟
的
數
景
：間 

ぶ
_

歡
關
係
を
僧
摘
記
述
ず
る'こ
と
.
に
布
る
と
考.
へ
て
居
る
。"
其
故
^

此
問
題
は
凾
數
關
係
の
意
義
如
何
に
依
や
て
解
決
せ
^:
れ
る 

で
あ
各
:0
.

而(

じ
て
§

概
念
ば
シ
.

丄
シ
ぺ
1
.タ
V
ひ
唱
導
姊
來
現
代
の
限
界
效
用
學
說
杂
體
の
公
認
財
產
の
如
き
觀
を
皇
し
て
居
る
と 

曾
つ
'

て
も
.
過
言
で
な
ぐ
、：

方
法
諭
上
の.4

爾
：要
®

E
.

た
る
位
®

に
在
るも

の
：： .

で
あ
る
。
次̂

節
を
改
めF

論
述
す
る
.
。

.

• 

, 

 ̂

、：'ペ
：：
：
ゾ'忘
 ̂

.

:

.

. '

:
•'
■
;
シ
ー
ム
一
べJ
タ

ー

が

理

；

1

^

法
則
'と
銃
計
的̂

^

と
.
の
1 1

に
，根
本
的
區
別
を
設
け
た
が
' 0

た
理
曲
は
實
蓠
に
此
凾
數
的
^
^
に
在
义
と 

“
曽
つ
て
よ
い0
:
併
じ
菩
人
の
觀
る.所
を
以
そ+

れ
俅
此
觀
察
法
も
亦
彼
の
#

明
を̂

當
視
ず.る
:?
>

- 0

と「

梂

受

艰

：
れ

ぬ

,.
0

,

凾
雜
的
掘
係.
と
.
は
.
.シ
>

ム
：.ぺ
：1
.

タ
.;
.

1
の
笼
義
に
據
れ
ば「

經
濟
財
の
ぁ
ら
ゆ
る
量
が
相
亙
依
存
の
關
係
に
立
ち
其
一
つ
の
變
化
は
ぁ
ら 

ゆ
.
る̂

Q

最
の
翁
化
を
俾
ふ」

S

九)

>

い
ふ
上̂

で
ぁ
る
0
.

换
言
才
取̂
,C.

東
る 
一
_

つ
: ^

は
数
.
個
の
經
濟
的̂
^

,

の"
一
凌
の
^

さ
に
對 

し
て
、
W

. P

の
輕
濟
的
擻
量.
の
一
定
の
大
さ
、
然
も
唯|
顧
の
み
め
大̂

が
從
屬
せ
し
め
ら
れ
る

」

^

:.
^

ふ
.
關
_

說
朋
す
る
.こ
夂
略 

■ #

す
れ
ば「

撕
る
嘥
福
艰
を
澈
述
す
る
と
と
し
が
邂
濟
舉
の
滌
鵁
-

^

爲
る
^

マ
ぁ
る
o

;

而
し
て
h

若
し
此
任
務
が
其
硏
究
の
過
程
夂
於 

て
、
爾
餘
^
敎
霖
'0

,

道
.
奥
^
^
喻
題
を
參
撕
す
る
の
双-f
x
く
、-

一：義

的

遂

ザ

ら

れ
.

得
名
な
ら
ば
、
此
處
に*-
*
個
の
浣
圣
な
名
經
濟 

學

泣

す

る

、, -
^

^

述
：を
鞲
成
す
る
满
の
命
題-|
±

之
を
經
濟
洗
則
と«

し
、
及
全
體
亦
純
粹
經
濟
擧
又
は
理
論
經
濟
擧
の
_
說
を 

.

構
成
す
る」

(

註
” 

0)

と
。
：

1
0
.̂.
 

0 

5
. 

 ̂

p 

o
* 

w
.

:
: -
- M

し
て
、
；

^
:

ム
ン
ー
タ
ー
に: *

つ.
：.て
邂
腐
學
：の
法']
1|
]

ネ
«

成
す
：る
所
の
凾»

的
调
係
.

の.
記
述
：の
爲
に
社
、
假
說
は
先
驗
的
命
題
た
る 

1C
- 

^
 

 ̂

、ソ
チ
ム.
ぺ
ー
,

タ
一
は
日
- <「

吾
々
^

因
來
の
概
念
を
出
來
得
る

服
.
り
穆
攀
せ̂

'<
?

:

^

め
る
0.
吾
>

は
現
象
.

の「

原
因」

に
就
て
論
ず.
る
の
で
な
く
、
現
象
間
の
凾
數
的
關
係
に
就
て
論
ず
る

O

J
.

.

.

.

.吾

々：

は
^̂

を

の

:®
據』

：̂
で
追
沐
す
る
こ
-^
の
如
谦
^̂

の
セ
^
く
”
吾
々
.は
唯
-̂

，̂.

へ
ち
.れ
た
る
も
の
と
し
で
假
定
ず
る
、 

-而
多
て
、.，吾

々
の
敎
義
一

.
p̂

體
的
結
衆
が
■

 

一
:®
Q
姻
.關
'>
係

か
-6
>
隹
ず
る
'2
:

4:»
從
'0
;
.て'又
吾
々
に
必
要
.な
^
は
®
數
概
念
で
.ぁ
つ
，て 

.

.

因
果
.欄
係
^
は
な
い
^
い
ふ
：こ.と
を
，知
る
.で
ぁ
ら
ぅ
0
へ
；
；
*
數
概
念
.が
;'
|
]ひ
ら
：：.る
八
場
合
に
：は
如
何
な
る
場
合
で
も̂

す
べ
き
で
#
.る
：こAJ

社
自
明
の
次
第
で
あ
る
。
蓋
，し
、
吾.々
.‘は
原
囟
結
艰
に
就
て
論
ず
る
場
合
ょ
り
も
凾
數
概
念
に
就
て
論
ず
る
場
合 

に
_
1暦
生
歷
尠
べ
す
る
'こ
と
が
.出

來

從

つ

：て

議

論

.の
：餘'地
'そ
尠
か
ら
し
^
る
'
|
:が
出
來
る
0」

§
1

>と
泠
^
^̂ 

.
V 

'

_
與
激
用
理
論
5_擁
禳 

k

H

I

s



限
|
效
羞
論
の
擁
瞵 

三

四

(

一
〇
0
〇
> 

之
を
要
す
る
に
、
凾
數
概
念
に
在
つ
て
杜
、
因
梁
關
係
に
於
け
る
が
如
く
琪
赞
の
起
源
に
迄
溯
る
こ
と
を
耍
せ
ず
、
與
へ
ら
れ
た
る 

事
實
^
み
を
攀
て
滿
足
す
る
こ
と
が&
來
、
從
つ
て
後
者
の
如
く*
說
を
設
け
る
必
要
に.迫
ら
れ
る
憂
が
尠
く
、
假
說
に
依
つ
て
主
張 

せ
.ら
る
^
内
容
が
少
.い
.と
い
.ふ
の
が
シ
ュ
み
べ
ー
タ
ー
の
所
信
で
あ
ら
ぅ。

"

比
點
.に
就
て
寄
人
の
主
張
：せ
ん
と
，欲
す
るこ
と

は
方
法
と
し
て
.の
凾
數
概
念
と
因̂
概
念
と
が
決
し
て
別
々
の.相
容
れ
ざ
る
概
念
で 

な
ハ
.こ
と
、
；而
し
て
說
明
の
手
段
と
し
て
、
前
者
は
後
者
を
咿
に
包
含
す
る
も

^
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
從
つ
て
假
設
の
耍
否
は 

兩
銮
何
れ
を
採
用
す
る
か
の
問.題
と
.は
：無
關
係
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
假
設
の
必»
は
凾
數
關
係
な
り
.因
银
關
係
な
り
に
論
现
的
必
然 

性
を
與
べ
.る
.
に
往
る
：と
い
ふ
こ
と
で
あ
る0
'
: 

:

:.

凾
數
概
念
は
.、
.
.理
論
經
濟
學
に
：於
け
る
近
時
の
常
識
の
感
が
あ
る
。
殊
に
M
格
形
成
.過
程
の
說
明
に'數
學
的
表
現
を
利
用
す
るこ
と 

が

-T
般
に
行
は
れ
る
様
に
移
つ
て
か
ら.は
.、
凾
數
概
念
は
殆
ど
大
部
分
の
理
論
經.濟
學
考
の
承
認
す
：る
所(0
も
の
h
如
く
で
あ
る
。
.

凾
數
概
念
を
例
に
依
つ
て
現
す
な
ら
ば
或
財
貨
の
需
要
0
2
0は
其
價
格
9

)

と
の
凾
數
的
關
係
に
立
つ

F
(
N
.
P
)

と
い
ふ
の
が
そ 

れ
で
.あ
る
。
'此
際
蒞
し
惯
格
を
獨
立
變
數
と
假
宠
す
れ
ば>兩
者
の
關
係
はNH

F
(
P
}

に
依
つ
て
表
現
せ
ら
れ
る
。
需
要
を
獨
立
變
數 

と
す
れ
ば
，

p
=
f
c
n
)

.で
あ
る
。.而
し
て
此
過
：程
を
囟
艰
的
に
說
明
す
る
こ
と
は
、
，決
^
て
不
可
能
で
も
な
け
れ
ば
又
特
別
の
假
說
を 

.必
要
と
す
：る
も
の
で
も
なs
°
寧
ろ
因
來
的
說
明
の
方
が.
5
精
確
旦
つ
明
瞭
に
表'現
せ
ら
れ
る
。：
即

ち
^

と

い

は
、 

N
l
—
>
p
l
i
N
S
'

と
ハ
ふ
形
式
に
依
つ
て
因
艰
的
に
表
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
葉
に
依
つ

.て
表
現
す
る
な
：ら
ば
、
今
或
量
の
需
要

(

名) 

に
些
少
り
變
動
が
坐
ず
る
と
之
に
應
じ
て
惯
格
が
或
は
騰
貴
し
或
は
泜
落
す
る
。

.然
る
に
騰
貴
又
は
低
落
せ
る
價
格

(

?)

は
今
度
は 

逆
に
需
耍
に
影
響’を
'及
し
て
新
し
い
需
要
の'量(

N
2
)

を
坐
ぜ
し
め
る
。
斯
く
し
て
五
に
反
作
用
を
及
す
過
程
を
經
て
.結
局I 
•足
の
平
衡 

狀
態
に
.建
す
る
と
い
ふ
關
係
に
外
な
ら
ぬo
cat
i

註
一
二
平
衡
.狀
態
と
は
；君
々
は
シ
ュ
ム
ベ1

f
に
從
つ
て
次
の
如
く
觉
義
す
る
を
得
る

「

若
し1

個
叉
は
數
個
の
經
濟
的
數
嚴
の
或
一
定
の

犬
4
に
對
し
そ
、.爾
餘
の
數
跫
の
或
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大
さ
が
、
然
か
も
唯

T

つ
き
り
の
大
系
学
る
と
い
ふ
關
敗
に
一
切
の
經
濟
的
數
量
が
結
び
付

い
■て
居
る
こ
と#
判
る
な
ら
ば.、
晋
々
は
髖
贫iT

義
的
に
決
辑
せ#
れ
て
rr
を
と
言
ふ
0『

麗
す
る』

と
い
ふ
の
は
此
處
で
は
、
.
一
定
し
て
厨

y
ら
ぬ
方
の
‘
.數
贵
の
典
大
さ
が
其
自
體
を
自
、
b'
m
り
'.出
す
こ
と
に
努
め
，る
こ
と
、
丑
つ
又
、
其
大
さ
が

T

度
び
坐
ず
る
や
、
更
に
其
以
上
變b
せ

.ん
と
す
る
傾
向
が
此
體
罘
の
中
に
全
然
な
く
な
つ
て
也
舞
ふ
と
い
ふ
こ

.と
を
意
味
す
る
。
吾
：々
は
此
狀
態
を
平
衡
狀
態
と
呼
ぶ

」

とo(schum
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ハ.：.其
故
に
若
し
或
財
0.
僳
格
は
何
.に
依
つ
.て
決
定
.せ
.ら
る
X
や
と
^
ふ
質
問
に
對
し
て
は、
' 吾
々
.は
、
翁
令
需
要
と
惯
格
の
關
係
が 

函
激
的
で
，あ
る.こ
と
^
認
め
：；て

居

つ

：て

も

尙

因

架

的

'

H

此
際
.
.

N
i

‘で
あ
.■る
と
答
へ
.で
少
し
瞥
誤
つ
，て
は
居
ら
ぬ0,
一
而
し.て
其
爲
に
は
.
 

特
殊
'
.の
假
定
を
吾
'々
は
.必
要
.と
：せ
ぬ
.o
'
.
然
る
に
單
纪
與
べ
：

.ら

.れ
た
る
事
實
の
相
兀
慠
存
關
係
を
指
摘
す
る
の
み
や
は
：決
し
で
充
分
な
說

.
 

明
と
は
：

k

ス
艰
れ
*
い
0
其
^
數
的
關
係
は
.如
何
な
る
理
由
1
签
く
も
.の
で
あ
る
か
、
其_
數
.の
.性
質
又
は
_
造
は
如
何
、
換
言
す
れ
ば 

斯
：る
*
漱
g

_保

遂

：つ
，
て
以
て
，
樹
立
；せ

ら
る

V
所

：の
：
原

則

は

何

で

あ

'る
か
.が

3 1

要
な
問
題
で
あ
る0

斯
る
原
則
を
樹
立
せ
ぬ
限
り
、 

凾
數
的
認
»
は
結
局
：單
な.る
個
別
的
な
事
實
的
記
述
迄
也
兑
，
：ニ..般

的

法

則

の

形

式

：を
備

^
る
；̂
と
：ば
出
來
タ 

表
面
の
み
.を

掠

め

，
る
：
に
；
過

ぎ

ぬ

も

の

.''
-
<
?
:
.

爲
る
0
,
.
函
數
的
關
係
の
根
據
を
理
解
す
る.爲
に
.は
、
即
ち
一
般
的
法
則
と
し
て
の
其
根
本
的
必 

然
牲
を
达
囊
'<
>

.^
爲
ゼ
は
、
其
故
に
、
吾̂
は
先
驗
的
命
題
^
形
式
の
下
に
，_
數
關
係
^
栽
礎
を
與
べ
.る
所
0

S
の
^
設
を
必
要
と 

す
る
，の
.で
あ
る
■ 

°此
假
設
に
於
て
、
吾
々
は
經
濟
現
象
を
支
配
す
る
所
の
.因
艰
關
係
又
は
凾
數
關
係
の
根
本
的
基
礎
を
確
立
す
る
。
そ 

れ
^

^
频

僻
-^
經
，满
»
像
-0
#
質
を
規
定
す
る
冬
の.、と
.爲
る
0
扭
 

.
 

理
論
的
認
識
に
一
般
的
論
理
的
安
當
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爲
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で
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る
0
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ユ
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會
>
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：
：
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^
銷

タ
^

，
奮

的

論

驚

地#
酒
論
經
濟
學
杧
於
て'許
容
•さ
.
%可

尊
#

い
'こ
左
は
篑
て
水
誌
，鬚
^
だ
.所
で
|

益

§
0
ノ

ぜ
' -
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C

.

.
，
註

：
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ノ
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'
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:

免
チ
バ
ジ
旁h

多

f
タ

シ

ネ

忆

在

づ
r
は
#
目

證

逢

と

靖

異

り

ノ
-經
濟
現
象
ば
規
歡
敗̂
觀
察
也
ら
れ
丸
し
て
、機
能
敗
に 

i
l
g
^
.

ら
れ
.る
。
，發

生

論

的

因

果

的

解

管

ぜ1
れ
3
之
^
代
づ
€

^

象̂
；
錄

に

因

艰

性

を

與

^

る

所

の

機

能

概

念

が

確

立 

せ

ら

れ

％ 

.ー
此
锋
髮
味
：に
：目
的
論
を
解
ず
る
故
ら
ぢ'.そ
れ
ば
.坶
に

0

_

:̂
:
3

1 ,
;得
る
ー
も̂

で
.ぁ
'.る-°
'

'

r一
 
ま

;;
.:
 

經
濟
を1

.■つ

.の
機
能
.概
念
と
考
へ
る
こ
と
は
限
界
效
用
學
派
の
入
々
が
經
濟
現
象
：の
因
课
的
觀
察
を
採
る
に
當
つ
て
金
く
無
意
識
的 

に
银
定
し
て
罟
つ
：

_た
&
ど
^
フ

明
0

^
之
.を
提
唱
せ
を
グ
1
ハ
ン
(0
功
«
は
頗
る
«
敬
^
べ
き
も
0
で
教
'
'る。
.
"

機
能
概
念
と
^

^

！ず
れ
ば
乱
的
^

-

段̂
'の
關
係
で
乾
る0
.之̂
.

從
べ
吸
經
濟
現
紙
ば
贫
目
的.の
爲
に
尤
厶
手
戚
ど1>
て
解
釋
せ 

ら
れ
る
デ
撕
ぺ
ば
人
間
は
欲
望
滿
足
の
爲
ら
刷
贤
を
處
が
お
る
デ
嚴
人
間
は
自
己

^-
身
^
厚
坐
め
咱
的
が
下
沘
府
遞
す
今
‘嫌
璧
滿 

足
手
段
は
常
に
妣
目
的
達
處
し
て
觀
察
如
ら
れ
：る
0
"經
濟
-
0は
渐
石
民
的
手
段
の
關
係
を.言
表
.は

す

^

_

に

外

な

ら

ぬ

。
 

シ
ュ
バ
ン
の
ギ
體
主_
的
經
濟
學
に
#
つ
て
は
、
因
的
呔
單.な
.
.
K
J
•

個
人
的
福
利
の
追
求
に
歸
'せ
し
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
社
會
全
體

と
u
s-
'

g

^

^

:
と
：a
が
最
高
め
自
的
士
し
區
か
れ
る
。
：
之■

響

^
養

.要
_

異
把
：す 

ら
れ
' 
卞
位
'の」

1

2

土̂
位
^

_
的
^
對
：じ
て
は
蒂
段
泠
る
立
場.忙
ぁ
名
本
の
法
し%
觀
察
9
#
义
!-
:
0ハ
作
ず 

i

併
む
i

で
：は

機

能

概

念

ね
i

的
杓
窨
1

:
入
：っ
，て
論
ず
名
必
要
.は
ぁ
る
ま
い。
問
題
は
眼
界
效
用
說が
卒
直
.に
主
張
し 

nc
f

:所
？
®

掘
的
f

ば
此
意
味
の
.自

的

論

的

觀

察

と

矛

盾

す

る

名

め

焚

ぁ::;
(
;:!
:
一'
■v
i

m
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-る
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v

般
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排
斥
.せ
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れ
る
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：辟
;.
'
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多
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っ
ゼ
.は
^

£

1
性
が
欠
ほ
.て
焐
岑
か
’ら

：で
ぁ
る
。
：：
即

ぁ

惹

限

：囊

：用

學

«
雜

隹

.に
個
火
0

驗̂
的̂ 

!

^

爲̂
.
*
^
#
的

囊

.屯
の
み
藤
礎
づ
：楚

め

：る&
.ら
：：ば
、
茹

價

姐

論

め

議

鐘

驗

杧̂

.-
0
,て
制
限
：せ
.
&枚

'
姻

對

的

衣

冬

や

と 

f

、
ト
總
：
?G
各
^

<

0そ

れ

ぐ

：
の
.現
巔
が
此
經
驗
に
順
應
せfe
l

ら
ぬ
於
何
方
於
域
.■決
し
て
絕
势
的
^
實
性
^
擤
^
馨

爲

出
.
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で
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鈦
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る
.
或̂
外
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:
用
：
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對
^

<
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の
反
應
l
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iK)
'は
經
驗
的
心
.理
.

0
#
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に
屬
す
る
,°
併

l
‘fe
?の
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合
校
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型
或
：

0
^
®
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里する：
か：

日つ

.て
..
>(
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部
的
1
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»

ぁ
ら
ゆ
省
1
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：靡
が
現
れ
る
^
い
ふ
結
論 

は
坐
柊
て
來
な
^

?

=

$

^
消
費
め
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造
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理
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八

(
1
0
0

四〕
1

^

0

限
_界
效
用
學
說
に.在
づ
，て
：ば
、
：
吾
人
f t

ぞ
れ
|

の1

觀
的
_

利
を
念
頭.に

於

弋

、
一

經

濟

行

爲

を

實

榮

る

：
^
'
い

ふ

機

能

概 

金
の
解
釋
は.あ
ら
ゆ
る
個.々
の
.心
理
的
經
驗
的
瑰#

に
形
式
的
確
實
性
を
興
.へ“
る
稂
本
原
理
脅
あi

。
從
來
：の
限
界
效
用
論
者
は
價
格 

形
成
過
程C D
、心
理
的
說
明
：に
餘
丨
に
熱
心
で

.あ
つ
た
爲
め
、
麋*
^

理
擧
派
と1>
、て#

難
.せ

ー

ら

れ

石

場

合

に

遭

遇

し

1た

^

ノ

經
濟
の
機
能
概
念
は
規
範
的
觀
察
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
規
範
的
観
察
は
對
象
を
#
在
す
る
も
の
と
し
て
說
明
し
な
い
で
爲 

さ
る
可
き
も
の
と
し
て
僙
値
判
斷
を
下
す
。
：或
V
I定
の
自
的
に
到
達
せ
似
ば
な
ら'ぬ
も
の
：と
し
'て
對
象
に
指
針
を
與
べ
る。

'

之
：に
反
0
機
能
概
念
は
實
證
科
學
た.る
性
質
と
毫
も
衝
突
す
る
も
の'で
な
い
。
そ
れ
は
矢
張
り
認
識
對
象
を
存
在
す
る
も
の
と
し
て 

觀
察
す
る
0
.
. 

'

が
併
し
同
時
に
目
的
に
對
す
名
手
段
表
し
セ
之
を
觀
兔
：
警

之
.は
決
し
て
.因
搌
的
說
明
を
排)F
す
る
^
の
で
は
な
い
 々

M
的
手
段
，の
關
係
は
之
を
存
在
す
る
も
の
：と
し
て
.觀
察
す
れ
■ば
、.
即
ち
其
目
的
が
常
に
實
現
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
も
.の
と
考
ベ
名
愈
ら
ば
、 

，
他

方

に

於.て
之
：は

原

因

結

果

.の

關

係

と

，
し

.て
解
釋
し
，得
ら
れ
る
。
ー
即
ち
人
間0
行
霹
の
-^
*
.
.に
於
て
は
、
其
行
爲
は
或
目
的
を
持
つ
を 

常
と
す
：，る
。
其
故
に
行
爲
は1
つ
.
.の
：機

能

、
■マ
ュ
。ハ
ン
の
言
茱
を
借
：り
る
な.ら
ば
給
付
9

|
§
5

.
で
あ
る
？
然
る
に
其
目
的
こ
そ
は 

1r
r
く
^
>
-
o
行
爲
を
爲
す
に
'至
.つ
た
動
機
即
ぢ
原
因
と̂-
#
す
こ
と
ー
が
出
來
る
。.行
爲
は
其
處
■で
一
へ
定
；の
原
因
の
作
用
と
し
て
實
現
せ 

ら
る
.
V所
の
.結
果
に
外
な
.ら
ぬo

其
故
に
吾
人
は
經
濟
現
象
の
：因
拱
的
關
係
を
說
明
す
る
に
裳
つ
，

.て
;'
原
因
の
概
念
の
；中
に
常
に
目
的 

の
.味
を
包
含
ざ
せ
.て
考
，へ'る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
：。
斯
く
考
へ
る
こ

AJ:

に
依
つ
て
の
み
人
間‘の
.行
爲
の
.世

-#
に

屬

す

る

社

會

規

象

の

法 

則
：に
論
理
的
安
當
性
を
賦
與
す
る
こ
と
が
出
來
る
？
若
し
も
之
を
怠
る
時
は
、

.因
果
的
，說
.明
；は
經
驗
的
た
發
生
論
的
說
明
に
終
始
し
、 

理
論
經
濟
學
上
の
法
則
た
る
性
質
を
獲
得
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
ぅ

。
'
;:
.

:'
'
.;.
'
-
:
!

:
/
_

 

r

シ
' ュ

パ

ン
：は
此
事
情
を
次
の
：如
く
言
表
は
し
セ.居
る
、「

吾
々
.は
手
段
の
概
念
の
中
に
ー5
の
論
理
的
要
素
即
ち
肢
體
的
、
合
目
的
的 

要
素
と
原
因
的
®
素
を
見
た
。
前
者
は
第'一
.次
的
、
後
者
は
一
一.次
的
、
發
坐
論
的
な
も
の.で
あ
る
。‘經
濟
學
：の..糨
減
に
於
て
：吾
々
は
、

之
に
從
っ
.
て
唯
肢
體
的(

目
的
論
的)

概
念
即
ち
給
付
概
念
のみ
が
包
含
せ
ら
れ
る
のを
見
る
。
：原
因
的
叉
は
發
生
論
的
概
念
は
：軍
に
補 

助
概
念
た
る
役
肖
を
演
ず
る
に
過
ぎ
ぬ
。

」
「

經
濟
學
の
.法
則
は
給
付
の
結
合
、
又
は
給
付
の
太
さ
の
結
合
に
關
す
る
法
則
定
立
的
概
念 

で
あ
る
。
經
㈣

罾
上
の
法
則
は『|

般
概
念』

と
し
て
、『

法
則
觉
立
的
概
念.

』

と
し
て
'
/
:

2

然
科
學
的(

因
艰
'的)

法
則
と
同
様
.に
、
形
式 

論
理
的
_
造
を
備
ふ
る
も
の
で
あ
る

」

。
ハ̂
ー'
5と
。
機
能
概
念
と
規
範
的
概
念
と
の
區
別
に
就
て
は
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

.

「

手
段
の
本
質
は
正
に
一
つ
の
全
體
屮
の
給
付
肢
體
と
し
て
の
合
目
的
性
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
經
濟
學
は
手
段
.を
其
目
的
に
照
し
て 

批
判
吟
味
す
る
も’の
で
士
な
い
。
經
濟
學
は
、.究
極
目
的
が
粜
し
て
安
當
す
べ
き
や
否
や
と
か
、

〔

正
當
な
る
當
爲
を
其
中
に
包
含
す
る 

や
否
や
と
か
に
就
て
其
究
極
目
的
を
論
ず
る.の
で
も
な
け
れ
ば
>
.
將
た又
、
• ： 

•
.究
極
！

BI

的
に
向
け
ら
れ
た
る
手
段
の
內
容
的
正
常
性 

と
か
或
は
又
其
眞
の
安
當
性
及
び
當
爲
性
か
ら
觀
た
る
手
段
と
か
を
硏
究
す
る
も
の
で
も
な
い
。
.
：
：
經
濟
學
は
此
ハ
故
に
決
し
て
內
容 

的
に
判
斷
す
る
所
の
自
的
論
的
科
學
で
は
な
く
、
反
つ
て
そ
れ
は
手
段
の
妥
當
性
と
當
爲
性
と

I
其
時
々
に
一
定
せ
る
も
の
と
し
て
、

且
つ
叉
疋
し
き
も
の
と
し
て
受
取
る
が
故
に
、
そ
れ
は
唯
手
段
の
目
的
割
當
て
-
即
ち
吾
々
が
曩
に
手
段
の
給
付
と
呼
ん
だ
所
の
も

の
1

並
に
此
給
付
及
び
給
付
の
大
さ
の
順
序
段
階
に
於
け
る
妥
當
性
關
係
の
み
を
斫
究
す
る

」
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五
純
粹
經
濟
學

上
節
に
於
て
吾
々
は
理
論
經
濟
學
に
於
て
最
近
問
題
と
.さ
れ
セ
居
る
所
の
凾
數
概
念
及
び
機
能
概
念.に
關
し
、'
|
ー
 

通
れ
の
所
見
を
述 

べ
、
.論
理
的
要
求
と
し
て
の
假
說
の
意
義
を
カ
說
し
、
以
て
理
論
經
濟
學
士
1>
て
の
限
界
效
用
說
の
取
る
可
き
方
法
論
的
態
度
を
明
に 

じ
た
が
、
終
り
に
尙
ほ一
つ
效
用
說
の
取
る
立
場
に
關
し
加
へ
ら
る
攻
擊
に
關
す
る
辯
明
を
述
べ
て
现
論-^
濟
學
の
意
莪
を
明
確
な
ら 

酿
界
效
用
理
論
の
籠
 

.一
一
一
九
a

〇
〇
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限

界

效

用

理
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擁

誰
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(

其
攻
擊
也
い
ふ
の
は
外
で?>
;
な
い
、
痕
界
效
用
說
は
過
度
に
抽
象
的.で
あ
り
:'
現
實
の
；生
活
ょ
ヵ
遊
離
し
、
：說
朋
七̂
て
.役
に
立
つ 

て
居
^
ぬ
と
：い
ふ
^
と
で
：あ
：る0
經
濟
學
は
現
代
社
會
の
經
濟
現
象
：を
說
明
尤
る
^
と
を
自
的
と
*

^
も
の
；で
.あ
り::
'
'從
0
て
社
會
の 

種
々
な
る
®
成
耍
素
に
注
意
を
挪
ひ-社
#
學
的
茈
礎
を
經
濟
理
論
に
，具
へ
な
け
れ
め
な
ら
ぬ
と
說
く
の
で
あ
る
。

此
間
題
比
關
し
.て
；は
、
嘗
て
社
會
政
策
學
會
に
依
り
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
價
値
學
說
討
論
會
に
於
て
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
ア
モ
ン
が
此 

趣
實
の
質
_
に
答
-へ
そ
.爲
し
.た
所
の
答
辯
.が
最
も
適
切
な
解
答
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
、
そ
れ
を
此
處
に
典
俊
紹
介
す
る
。
即
ち
ア
モ 

V
は
f

の
席
上
^
ア
ィ
ズ
ル
パ
：
コ
ル
ム
等
ぬ
攻
擊
に
答4
て
':
>
限
界
效
用
說
が
所
謂
各
純
粹
經
濟
學
で
あ
る
こ
と
を
說
き
、
次
の
如

.
:
:
' 

.

「

'此

點(

限
振
效
用
.說
办
«
値
論
^
-
筆̂
翁
話)

.に
關
す
る
ゴ
' ル
み
斑
の
_
論
.は 

>
' 決
1>
-
て

目

的

に

適

ふ

も

の

で

な

い

樣

に

見

受

け

ら 

れ
る

-.
.,

9.

#

々
の
.價
値
論
解
釋
や
其
說
明
に
對U
:て
コ
：ル
ム
圾
が
向.け
お
所
§
議
論
の
要
點
は
ハ
要
す
る1に
フ
：吾
夂
の.價

値

論

が

經

濟

，の 

酿
會
學
的
弥
最
钇
注
意_
で
居
ら
.ぬ
3
之
を
考
嗷
祐
^
れ
で
居
ら
從
'.
.
\從
.つ
て
經
濟
衫
ば
其J

體
备
於
.で
、
若
じ
ぐ
ば
奪
上
述
べ
た 

如
ズ
»「

經
驗
的
現
實
.
.に
；於
て
じ
說
明
す
农

21
;
と
が
出
來
ぬ
と
ぃ
い
ぶ
に
鎌'着
す
を
o
此
事
呔
吾
A
は
直
，t>
'
に
承
認
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬo
併
し 

な
が
な
價
値
論
が
此
鄭
を
成
遂
げ
る
も
の
、で
お
み
^
は
未
だ
何
人
;̂
_
張
し
た
、0.
と
は
.な
^
b)
-、l
又
ft
値
論
自
段
斯
る
目
的
を
設
定
し 

た
己
と
味
無v >

o」

限
#

效
用
理
論の

目
的

a

或
制
限
ぎ
れ
だ
もの
で

^

2 >
:

o

.
 

■の
襄
は
常
に
承
認
せ
ぢ
れ
ね
ば
な

^

ぬ
^

——

バ
肿 

b

,>
'

%
れ
で
釭
ふ
が
ら
ど
言
づ
て
そ
れ
ば
經
濟
現
象
に
關
贫
ざ
爾
餘
办
何
等
か
の
認
識
固
的
と
比
較
し

^
寓

要

性

め

於

て

‘

興

味

ゼ

於 

で
.斯
炎
1̂
;
?>
-
劣
る
^

0:
で
は
無
い
0 

1
.
體
そ
れ
が
取
扱
灰
所
の
も
ぬ
ば
何
で
あ
る
が
と
言
べ
ば
？
そ
れ
は

ぅ

吾
々
の
知
^

所
.の

近
代
'の 

國
民
鼠
濟
の
交
換
經
濟
的
現
：象
於
ば
個
々
；
の
交
換
.當
事
者
の
主
觀
的
評
惙
か
ら
說
明'U又
は
之
“に
溯
^
さ
せ
.る
£
と
於
.あ
.る9

之
以
Jr

を
超
へ
る
見
の
も
のV
丨

_

的
價
値
5

自
體
を
■ば
醇
後
に
在
，の.て
之
を
條
件
付
け
る
所
の
.現
象
即
ち
社
裏
的s

'
は
此
種

の
現
雜
.に
屬
す
：る
も.の
沱
あ
.る
が
ノ——

興
様
な
現
.象
か
ら
說
明
>1
.た
ヵ
或
は
之
.に
溯
ら
.じ
.む
る
と
と
ー
は
其
自
體

」

個

の

問

題

ノ

正
£

其
自
體
馏
る
興
味
あ
る
問
題
で:3
ク
、
科
擧
の
硏
究
對
象
た.る
價
値
あ
る
も
の
で̂

る
.。
' が
そ
れ
は
最
早
や
_

經
濟
學
理
論
の
問
題

で
は
な
、
。-そ
れ
は
最
单
や
其
本
質
に

於
：.

て
經
濟
的
營
現
象
I

扱
ふ
1

:

2ベ

、
唯
：
猶

ほ

…

：

•
經

濟
的

取

扱

ふ

も

の

で

あ

り

、
，
然

も

そ

れ

は

特

辣

.の

.
觀

察

を

必

要

字

る

も

の

で

あ

り

、

.一
般
的
經
濟
學
的
理
論
の
麗
方
法
か
ら
全
く
取
除
.
 

け

あ

石
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所

ぬ

も
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あ

名|_
:
^
:
1
:
七
>
'̂
:0」

：
 

.：，

.r
;
:

 

. 

I 
,
,

激
一
七
 

H

-
 

w

-
 0

〕

，
之
.に

依

つ

，
て

明

な

る

：
如

さ

_

經

濟

學

趣

諭

老

て

：
の
：限

界

效

用

說

に

對

し

、
.其

社

會

學

的

基

礎

付

け

な

き

の

故

を

以

て

其

杣

象 

性

非

響

性

を

論

雞

す

る

：
の
：
は

”
蓽
竟
？
純
释
經
濟
學€ >

任
務
に
對
す
l

ii
を
缺
き

、

•，限
I

用
說

S

意
義
を
誤
解
す
る
墨
く 

も

.0
と
言
は
ね
ば
な
令
ぬ0
, :
■■
•

■/
/.’
： 

. 

.. 

•

:

.
V
'ゾ
.
.
.
.
.
.
.

六

’
.效
用
概
念
.
' 

V

;,.,:.:

し
べ
 V

タ
^̂ 

J 

 ̂

 ̂

.

.

.
' 

: 

i

■

M
J:
^
へ
來
っ
'た
^
に
依
<p
'で
限
'界
效
府
說
の
.方
法
論
的
態
度
：

S

明
*

S

で
，
あ
：
る
.̂
情
^
取
9
*
:々
a:
..次
^
該

學

說

：

の

內

容

^

爲

す

听 

の
價
値
論
め
關
し
て.反
對
派
の
人
^
の-指
摘
u

p
居
^
所

 ̂

 ̂

し̂
た
い
H

 

限
播
效
片
說
に
關
す
る
價
値
論
上
の
攻
擊0主
：な
.る
も
の
ぼ
大
體|
;
¥
^
之
^
*-
別
す
^
匕
4

#

^
る̂
：''
.(?
«
.
ー
o
は
^

ぬ

屬

す

る

も

|

>

:

效

用

說

_の

；根

本

概

念

'と

：考

.
へ

忒

奴

る

所

：の

，效

财

概

念

蓀

歡

關

ず

る

_

で

.
あ

_

.

即

ち

效

用
0

_

^

袅

泛
#
胬

芑

，
袁

蓉

想

の

產

物

又

ゝ

遂

權

で

；

|

.
ど
斷
$

.
各
攻
擊
蒙
.兔

#
,
，

で
，
齋

難

依

^
詉
明
0

&方
ぬ
關
ず
：る
弗̂

で
あ
石
0:

其
非
難
の
任
方
は
色
み
あ
る
が
菅
セ
も
警
鏡
的
な
も
め
&
效
用
說
'

限
界
敫
用
現
論®
_
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は
說
明
の
當
0;
目
的
だ
る
價
格
を
ば
齋
め1
意
せ
る
.
の̂
と
'豫
定
し
セ
居
る
と
な
す
も
の
、
換
言
す
れ
ば
效
用
說
抓
廣
證
佯
爭
の
'誤
を 

犯
す
も
唸
循
環
論
法
に
陷
れ
る
も
の

〖

ど
な
ナ
攻
擊
で
あ
：る
。
以
：下
之
ヒ
就
ゼ
論
ず
る
0
抑
*外

在

的

批

判

ょ

り

ず

.る

效

用

說

非

難

は

立

場 

€

相
遠
ょ
り
生
ず
る
當
雜
の
結
論

A-

見
る
こ
.と
が
出
來
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
效
用
：概
念.に
對
す
る
誤
解
か
ら
生
ず
る
の
が
常
で
あ
る
。

.立
場
の
相
違
ょ
り
生
ず
る
非
難
は
不
可
避
的
な
も
の
で
あ
る
。
；此
場
合
調
斷
の
標
準
は
何
れ
の
立
場
が
最
も
能
く
認
識
目
的
.に
適
合 

す
る
如
：と
い
ふ.こ
と
.で
あ
る
。
立
場
の
相
違
と
い
ふ
の'は
換
言
す
れ
ば
對
象
を
觀
察
す
る
其
觀
察
方
法
の
相
違
ぬ
外
な
ら
ぬ
。
方
法
の 

適
否
は
：目
的
に
照
し
合
せ
て
決
笼
贫
ら
る
可
き
も
の
セ
あ
る
。
.
目
的
に
最
も
適
す
る
も
の
即
ち
理
論
經
濟
學
の
對
象
を
最
も
能
く
說
明 

し
得
る
觀
察
方
法
が
最
も
優
れ
た
る
立
場
に
立
つ
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
此
方
面
に
關
し
て
は
吾
々
は
嘗
て
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー 

.シ
ュ
ト
ル
ツ
.マ
ン
又
は
デ
ィ
ー
ル
等
の
社
會
的
法
的
學
派
に
關
し
、
リ
ー
フ
マ
ン
の
所
謂
る
心
理
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述
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概
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概
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)
效
用
が
多
い
4
か
少
v>
;々
か
論
ず
る
の
效
用
說
を
誤
解
す
る
の
甚
し
き
も
の
で
、
全
く
無
意
味
に
等
し 

い
：0
ゴ
ッ
セ
ン
の
法
則
を
斯
擇
に
解
す
る
の
は
、
恰
も
該
法
_
が
ー
；
の
.食
|^
の
效
用
を
論
ず
る
に.當
つ
て
、
最
初
^I

匙
の
飯
は
咽
喉 

を
通
過
す
る
時
の
；方
が.胃

袋

に

在

る

時

ょ

.り

效

用

が

-:
#

い
と
い

ふ

こ

と

を主
張
す
る
も
の
で
あ
.る
と
斷
定
す
る
に
等
し
い
無
理
解
に
基 

く
も
の
で
あ
る
。
※

;
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'
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' 

，.
.パ

.

：

：
.
'

效
用
0
關
聯
.に
關
し
て
シ
ユ
パ
シ:<
0
擧
げ
た
例
も
同
機
で
あ
る.
0 

,

ゴ
ッ
セ
ン
の
法
則
は
、，
水
が
時
々
渴
を
醫
す
る
爲
め
、
時
々
に
料 

理
の
爲
め
又
時
に
洗
灌
撒
水
其
他
種
々
な
る
用
途
に
利
用
せ
ら
れ
得
る
こ
と
を
無
視
し
て
居
る
も
の
で
は

.決
し
て
な
い
0
否
な
斯
る
琪 

情
,
考
M

L
て」

こ
そ
a'
'
ッ
-f
e
ン
の
法
則
は
當«

.-
2
>の
で
あ
る
。
各.經
濟
生
體
は
自
已P
欲
望
滿
足
の
爲
に
水
を
種
々
な
るff
l
^
に
利
用 

す
る
o
'翁
し
砂
漠
葬
诸
が
豐
賓
な
水
を
所
有̂
て
屠
る
な
ら
ば
•
渴
を
醫
す
る
爲
に
之
を
殘
ら
ず
■
ひ
るこ
と

を
せ
ぬ
で
あ
ら
，

ぅ
，， 

或
辟
渡
苍
飮
料
永
と
し
て
使
用
し
た
る
後
に
は
或
は
料
理
の
^
、'
.或
は
驢
馬
の
員
、

s

 

の
爲
に
其
殘
餘
を
利
用
，す
る
に
相
違
な
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い
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：
此
際
當
該
旅
行
者.は
其
幸
福
.を
可
及
的
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
願
望
か
ら
、
與
へ
ら
れ
る
水
杧
依
つ
て
筑
要
性
の
，大
な
る
欲
望

1*
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-^
t
確
保
す
^
に
相
違
激:;
'
.
<
、
.重
要
胜
.の
劣
れ
名
冰
^
用
途
が
結
'^
聖

；さ
れ
ず
：
に
：淺

^
上
：と̂
爲
る
；
の.で
.あ
幺
^̂
 

と
は
正
.杧
斯
る
事
情
を
指
す
も.
_の.に
外
な
.ら
.ぬ
。
，
限

界

效

用

と

.は
、
此
場
合
，

.一

單
位
の

水

の

堦

加
.

又

は

：喪

失に
依
づ
.て該
旅

行
者
が
附 

加
：又
本
放
棄
す
.ス
所
の
效
用
を
言ふ
の
で
あ

る
,0
上

の

答

に於
て

一
犀
位
の
水

士

い

ふが
一
單
位
と
.は
如
何
‘に
し
て
定
め
ら
る
、
かvr 

疑
問
と
爲
る
か
名
知
れ
ぬ
。
水
と
は
限
ら.ず
總
て
財
貨
'

Q

評
價
基
弹
:i
爲
る
所
の
單
位
は
如
何
に
し
て
定
め.ら
る
X
か
が
問
は
れ
る
か 

も
知
れ
ぬ
O
V 

:

:

.

シ
，ユ
パ.ン
は
僅
か
，一
日
一
立
の
水
の
增
伽
は
效
用
增
加
に
爲
ら
ぬ
が
、
數
苗
立
の

.增
加
否
な
無
限
な
水
流
の
増
加
は
或
は
浴
用
の‘水
と

I
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.
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.
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.

し
て
淹
し
き
效
用
を
生
み
、
動
カ
、
，麗
氣
、
製
造
の
手
段
と
.し
て
偉
大
な
る
效
用
を
造
り
出
す
效
报
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
效
用
說
の 

任
意
な
計
1:
単
位
選
擇
の
誤
を
說
い
て
居
る
？
來
し
て
此
张
鼠
は
疋
し
い
で
：あ
ら
ぅ
か

0 

-

ぐ
：
 

：
>

之
も
亦
シ
ハ
パ
ン
の
誤
解
に
恶
く
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
僅
か
少
量
の
水
し
か
與
へ
ら
れ
ぬ
旅
行
者
の
場
合
と
日
々
の
水
を
湧
出
し
つ 

、
あ
る
ポ
と
無
限
の
水
流
を
有
す
る
川
と
の
場
合
で
は
之
に
對
し
て
評
價
ず
る
評

.價
の
單
位
が
全
く
異
る
の
で
あ
る
、
評
價
の
單
位
が 

廣
办
ば
阪
#
取
.タ
の
.效
用
も
亦
當
然
相
違
し
て
來
る
。
多
數
の
同
様
の
.川
の
■流
れ
を
と
つ
て
見
れ
ば
水
カ
爾
氣
の
效
用
は
川
の
犄
大
す 

石
に
連
れ
て
遞
減
す
る
で
あ
ら
ぅo:
同
樣
の
泉
が
澤
山
あ
れ
ば
泉
の
供
給
す
る
水
の
效
用
は
遞
減

す

る

に
相
違
な
い
。
：

i

g

.

華

一

四

此

點

に

就

：て
マ

.ル
5

主
義
者
の
一
人
ブ
ス
リ
ン
も
亦
限
界
效
用
說
に
於
て
财
評
價
の
取
位
が
相
違
す
る
に
連
れ
て
財
の
效
用
の
異
る 

こ
と
を
不
合
理
な.偶
然
な
：る
か
の
如
く
考
へ
、
發
達
亡
る
商
品
坐
產
■の
社
會
に
於
て
は
斯
る
偶
然
は
行
は
れ
ぬ
と
言
ひ
、
.次
の
如
く
述
べ
て® 

:る「

リ
ン
，ネ
ル
を
寶
る
坐
產
者
、
.そ
れ
を
賣
買
す
る
卸
商*數
多
の
小
賣
商
人.

_

等
は
何
れ
%;
ん
ー
ト
ル
、
セ'ノ
：セ
メ.
.
1トル
若
し
く
尤
反.

(

0 

,

ち
幾
メ
丨
ト
ル
か
を
躍
位.と
し
て
探
用
せ
る
も€
0に
依
.つ
て
其
.商
品
を
計
it
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
も
總
て
の
此
等
の
場
合
に
於
て
評
價 

.

. 

'
に
は
何
等
の
相f

無
い
、
彼
等
は
其
舐
品
拿
離
す
。

(

钜
產
者
デ
其
他
財
の
所
持
若
が
財‘を
手
離
t
正
規
蓮
程
は
販
賣
.と
い
ふ
近
代
的
胗 

.
• 

•式
を
と
る
>
彼
等
に
取
っ
，
て

.は
販
賣
せ
ら
る>
財
貨
が
如
何
な.る
物
理
的
尺
度
：に
依
つ.で
計
箅
せ
ら
る\
か
は
全
く
無
關
係
で
あ
るo
自
己
自 

'
身
の
爲
.に
罱
す
る
所
の
：購
買
者
の
動
機
の
分
析
に
於
て
も
吾
々
は
同
樣
な
規

.

|觀
る
。.事
態
は
1£
に
甚
だ
簡
嵐
で|

。：
今
日
の『

經
濟 

、

主
體』

は
财
を
'市
場
價
格
に
塞
い.で
：評
價
ザ
る
。
然
る
に'市
場
價
格
は
決
し
て
計
量
單
位
の
選
擇
に
依
存
し
て
居
ら
ぬ
し
と

o (Bucharin〗 

Die

::

分
し
.
評
價
の
單
位
が
異
な
れ'ば
當
該
財
-«
の
限
探
效
用
名
自
.^
違
つ
て
來
る
と
い
.ふ
と
ノ
眼
见
效
用
說
は
任
意
に
計
量
單
位
を
選 

擇
す
.る

こ
と
.に
依
？

如
何
に
も
不
安
宠
な
假
定-C
D
上
に
.立
つ
も
の〜

雙
感
ぜ
ら
れ
、
シ
ュ
パ
ン
や
ブ
ハ
リ
ン
の
評
言
が
犯
當
視
さ 

れ
る
如
く
見
受
け
ら
れ
：る
か
も
知
れ
ぬ
？
之
に
對
し
て
吾
^
は
.限
界
效
用
說
に
對
し
て
始
てp
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<•:
バ

タ

，
ル
，
タ
.の
藤
史
的
為
論
文0
.中
に
在
.石
ヤ
節
:|
:
引
用
.し
：て 

.

.

::

户
か
く
す
る
時
於
價
値
削
斷
はA

W
か

ら

：
あ
：
ち

.妙

：る
立
脚
酈
を
.奪

-P
H
条
^
:i

章

：に
莊
さ
れ
办

^
も
0 
M

る
かQ

:

如
き
懸
念
が
起
る 

か
も
知
れ
#
ぃ
!0
即
ち
太
#
る
評
價
馨
#
選
ぶ
か
小
激
名
評
價
耀
涖
そ
選
ぶ
办
に
啦
夕
て
财
:|
±
|
尊
に
瀨
瀨
嗲
稭
や
衣
ル.-
'
斿 

か
っ
た
:|
)
す
.る
か
も
知
れ
な.い
必
-:
0
併
し
佌
懸
念
辑
根
濺
の
な
い
も
の'で
あ
る
。
藍
し
人
間
は
評
價
單
位
を
任
意
に
選
び
得
な
い
許
り
.
 

セ
な
く
，v
i

(

般

に

義
.の
府
貨
杞
價
痛
價
を
下
さ
拉
ば
な
ら
：ぬ
と̂
ふ
外
的
_
情
は
§

に
如
何
な
^

|
裏
偷
評
價
.の
單
位
に
す 

ベ
き
か
に
關
.し
て
名
.金
然
自
曲
意
思
に
は
往
さ
れ
ぬ
か
ら.で
あ
.る
..
6
,假
丨
に
、私
が
馬
を
，

一

.頭

買

は

ね

ぱ

な

ち

：
ぬ

(

と

す

れ

ば!'
.
私

の

爲

す 

べ
き
こ
ど
ほ
、
：：數

酉

.頭
の
.馬
、
：
灭
は
世
界
中
の
条
部
の
馬
が
私
に
取
つ
：

.て
何
れ
丈
け
：の
儐
値
が*
る

か

の

判

斷

釔

下

し

、
，
そ

れ

.に

.依
つ 

て
私
の
貿
値
.を
测
定
す
る
0;
:で
な
く
>
: 

_
1
>

頭
.の
«
に

關

す

る

價

値

判

斷

を

卞

ず

ぺ

」

き
，こ'
:と
'は
考
ふ
ま
で% '
-

な
い
.：こ
、
と

で

あ

る

，

か

く

.の 

如
く
吾
：々

は
常
に
內
部
的
蘇
制
に
飲
つ
セ
：霞
際
の
經
觀
的
立
場
か
ら
赵
要
妃

«
値
判
斷
を
1
す̂
の
で
へ
あ
る0」
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シ
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パ
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ブ
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ス
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效
甩
概
念
批
判
ぬ
金
く
誤
づ
於
解
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;
'
;
敗
|{
6
:セ
あ
る
&'
:
ぞ
が
明
：で
2>
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ら
2

‘
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パ
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0

«
ふ
意
、味
：

E

於
、.け
を
欲
望
の
全
.暇
性
ゃ
聯
關
性
S
JI
3
に
限
厥
效
用
說£

於
f
海
慮
ぜ
ら
れ
：て
居
る?)
-
の
.
.で
あ
り
、
其
計
量
單
位
も
亦 

-

各
人
に
依
つV

住
意
.
自̂
曲
選
.擇
せ
ら
■る
X
.も
：の
、
_
に
效
用
說
が
觀
察.じ
て
居
る
_
で
.
|
づ

效
用
說
は
個
：々

の
興
體
的
な
場
合̂

離̂
れ
て
.一
爵
が
本
質
を
明
'に
デ
る
爲
めH

、

說
晚
上
の
手
敗
ど.し
で

妮

象

的

な

計
*.
單
位 

を
，想
定
し
、
.限
界
效
用
の
.大
小
又
は
限
界
的
欲
望
の
强
度
を
餘
に
數
字..に
ぎ
現
し
以
て
理
論
的
明
確
を
期
す

V

の
で
あ
.

る
。

效
者
論
.を
說
い
た
主
.要
な1

部
の
學
者
達
、'例
へ
ば
べ
.1
ム
*
パ
デ
ラ
ル
ぞ
や
^
ィ
ー
.ザ
：1
の
如
き
人
々
は
.效
用
の
比
較
測
定
が
現
實

杧

數

字

的

表

潘

に

篇
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德
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數
量
的
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不
必
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す
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顧
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觀
1
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哪
ち
限
振
效
用
夂
依0
.て
狹
^

^
れ
^
§
,
で
^
る
が
、
.，限 

界
效
用
は
逆
.に
當
該
財
貨
<0
:價
格
；に
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つ
，て
決
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ふ
れ
る
。
限
界
效
用
は
豫
め
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定

ま

つ

.て
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ら
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け

れ

ば
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す

る
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で
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故
に
限
界
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用
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循
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法
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光
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；
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咣
づ
踉
界
效
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說
く
猶
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略
鄉
し.や
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,
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擧
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交

換
.顧
濟
的
現
廉
^
考
';
«
の
外
：に
置
>
て

各

經

濟

主'|
|

は

典
厚
坐
目 

的
ょ
り
ふ
て
諸
秫
の.财
貨
の
價
:#
:
免
如
何
に
定
め
^
か
.を
.說
朋
ず
^
。
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^
^
呔
當
該
經
濟
主
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に
取
つ
て
の
限
界
效
用
が
其
財
の
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値
で
^
る
と
い
ふ
と
^
で
赉
つ
た
ノ
此
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答
の
參
理
は̂
め
て
此
處
に
述
^
る
必
聲
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
ナ
^
れ
は
效
用
說
の
出
發
點
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承
認
す
石
以
上
容
易
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れ
る
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で
あ
る
し
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又
此
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直
接
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係
の
な
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あ
る
。

財
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價
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換
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換
取
引
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あ
る
種
類
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；
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茁
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れ
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れ
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說
の
'
此
循
環
論
證
的
外
觀
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、
上
記
の
代
用
效
用
の
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論
許
り
で
な
く
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更
に
一
財
が
種
タ
な
る
用
途
特
に
交
換
取
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の
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に
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利
用
甘
ち
れ
る
場
合
の1
明
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即
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を
評
僙
す
る
.
^
つ̂
て
必
^
も

典

直

接

の

限

.界
效 

用
を
考
べ
，
な

い
0
ゼ
ぁ
る
タ
：其
を
交
換
し
，孓
獲
得
：し

稀

：き
他
ね
財
貨
の
_
界
效
-«
を
考
へ
、
パ
其
所
有
者
の.評
慎
は
何
れ
か
-
層
高
い
、
 

方
の
限
界
效
用
に
依
存
す
浴.の
.で
ぁ
る
。.例
へ
ば
一
，
般
的

に

#7

籍
商
は
其
商
品
た
る
書
籍
を.ば
典
直
接
の
，使
用
價
値
に.從
.つ
，で
評
價
す 

る
こ
：と
な
く
、
：そ
れ
の
、
：他
財
去0
交
換
能
カ
、
即
ち
其
交
換
憤
値
が
該
書
籍
商.に
取
^
て
何
れ
丈
け
0
效

用

を

興

’ぺ
る
か
に
從
つ
て 

(

架

麗

^

¥
値
に
従
.つ
：て〕

之
免
評
價
す
る
(0
セ
あ
る
0
,.
' 

:
.
ハ
.
：
：

'
.
:
;
,
'
ャ

.
其
處
で
疑
問
が
起
る
；。パ
交
換
取
引
の
行
は
れ
な
い
1

に
於
て
ば
ぜ
財
の
儈
値
は
で
其
存
在
量
の
許
す
最
底
の
效
用
ヒ
依
、つ
で
定
め 

ら
れ
.る
か
ら
問
題
.は
が
：̂
が
、
交
換
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
財
の
交
換
能
か
如
何
が
問
題
と
な
り
、

'4 1

觀

的

交

換

價

'値

が

該

財

の

使

用 

價
値
ょ
り
高
い
時
に
は
ー
該
財
の
評
價
は
其
限
界
效
用
に
依
ら
纪
い
セ
其
交
換
價
値
ビ
依
苻
ヤ
る
シ
と
私
辟
る
^
之
は
代
用
效
用
疗
理 

論
忆
於
け
を
ど
同
樣
に
、''
,說
明
の
、
當

の
2
1
1
的
5:
.
.豫
か
判
0
た
ぎ
の
と
し
て
定
め.で
置
ぐ
£'
と
で
無
く
て
何
で
ぁ&
ぅ
か
0';
主
觀
的
交
換 

價
値
と
雖
も
結
局
其
財
の
豸M
的
^

m價
値
が
#
づ
；て
後
初
め.て
&
め
ら
れ
：る
カ
さ̂

は
な
い
が
。
ハ
ゑ̂

#

Mlt
り
：で
は
な
I/
-、:

ぁ 

ら
ゅ
る
他
の
：財
の
交
換
惯
値
が
判
，つ
て
居
づ
て
と
そ
、
初
め
.て
免
觀
的
交
換
價
値
は
定
ま
る̂Q.

で
は
な
；

S

か
o,
何

故

か

ど

言

へ
ば
* 

书
觀
交
換
價
値
即
ち
或
財
と
交
換
さ
る
べ
き
財..の
限
报
效
用
を
知.る
爲
.に
は
、
其
或
牀
の
價
値
ど
々
向
時.に
之
に
比
驗
.せ
る
爾
餘
1
切 

の
財
の
價
格
が
判
づ
て
居
る.こ
と
が
.必
要
で
ぁ
る
か
ら
必2>
;
る
0
酵

改

''
、

華

一

九
t

ト
ル
プ

マ
シ
は
次
の■

.

に
述
べ
て® .

る
.

「

代
用
財
、
即
ち
新
に
職
入
せ
ら
る
、
衣
服
が
市
場
に
於
て
何
れ
丈
け
の
價
格
を
持
つ
か 

.

.
，又
更
'

に
興
人
の
經
濟
の
中
で
犠
牲
に
供
せ
ら
る
V
.

財
，

X

犠
牲
に
供
せ
ら
る
、
奢
侈
財
、
家
計
支
出
"
賣
却
さ
れ
又
は
抵
當
に
入
ら
れ
る
所
の
世

帶
_.道
具)

は
此
際
|
着
の
冬
洋
服
に
對
し
て
如
何
な
る
禮
格
關
痛
に
立
つ
か
と
い
ふ
，こ
と
は
此
處
で
は
金
然
放
置
さ
れ
た

—

足
ま
る
0
ー
与
こ 

於
て
此
等
货
貨
の
順
値
说
場
價
値

)

と
他
方
に
於
て
冬
洋
服
の
樹
値
と
は
個
人
に
取
つ
で
客
配
的
に
^
へ
ら
れ
て
罟
る
、.評
贤
す
る
例
人
はT4 

方
の
鬣
の
何
れ
を
も
社
會
离
事
實
と
レ
て
受
取
り
、
之
に
對
し
て
.何
等
の
敗
黴
を
與
へ
る
と
翁
く
、
ガ
に
阻
つprf
s

行
ふ
斯
な
場
合 

に
於
て
當
該
個
人
に
取
つ
て
は
所
謂
る
主
觀
的
交
換
價
値
即
ち

『

敗
敗
せ
ま
.
vrr
の
机
貨
が
此
へ
經
，
主
體
の̂
に
.市
故 

，、
を
受
取
る
其
能
力

』

換
言
す
れ
ば

『
1

財
が
、
之
ど
引
換
に
他
の
財
を
供
給
す.る
能
力
に
依
,?
て
1
#個
き
厚
坐
.の
.：爲
に
獲
保
す.る
所
の
.取
® 

要
&

が
問
題
ど
爲
る
。I

繰
返
し
て
言
へ'ぼ
I

國
民
經
濟
的
に
觀
察‘し

生

^
的
免
擻
.M;
.
と
ば
.縱
令
ひ
"主
觀
的
す
知
る
と
は
ぺ 

へ.、
.瘤
ほ
先
つ
客
觀
的
交
換
僙
値
即
ち
市
場
償
値
を
一
，定
せ
る
も
の
ど
し
て
前
提
す

:̂
も
.の
«
あ
か
•
然
も
交
換
せ
ら
れ
た
る
^
の
市
場
價
逛 

の
.み
か
ら
ず
猶
ほ
又
交
換
せ
ら
るi
H>
f
,の
取
場
價
値
を
前
提
と.す
る
も
.の
で
'あ
る
o
:
:
從
つ
.で
そ
れ
^

•

】

.
-?
>
•，ゆ
!-
風
味
な
中P#

念
で
.あ
る」
と
0
.
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ブ
.パ
y 'V

は
^
直
に
.次
の
.如
く
述
ー
べT .
.®:
ぢ
例 

'へ；ぼ
>べ
.？
ム.
‘パ
-ヴ
.ェ.ル
ク
は
&
.〇
プ#
.
.1.
;
リ
Aン
，

』

.̂
'

.B
f
/i
:
か
职
持
プ
て
來
るか
。
成
レ
7L 

0

1
一
 
〇
〇
で
も
な
ぐf

四Q

と
は
何
故
か
。
此
場
合
べi

•パ
ヴH

ル
ク
が
單
純
に
市
場
價
格
を
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
前
提 

し
て
®-.
る
の
は
明
で
あ
レ0
,賣
戴
若
し
<.
.^
,
_實
が
'必
敷
な
條
件
と
し
て
前
提
也‘
ん̂
^

り̂
ゼ
れ
と
又
同
隊
^-
衝
觀
时
に
十
忠
せ
る
費
格
も 

前
提
せ
ら
れ
る。」

r 

:
.

「

か
.く
て
べ
.丨
.ム
.
.バ
ヴ
キ
ル
.ク
は
恶
々
の^:
觀
1^
價
鉱
評
§
|^
際
じ
で
0
§
遜
に
む
犬
务
齓
の.場
合
じ
就
て
V

iム
の 

認
め
る
如v

O

，一
 

つ
の
咨
觀
的
な
價
値
ゆ
犬
さ
が
前
掘
ど
せ
ら
れ
で
啟
る
匕
と
を
眾
認

1-
る
9
然
る
.に
■彼
の
■任
.猫
は
屯
觀
的
働
値
評
價
か
ら
此 

債
値
の
大
さ
を
，
き
出
す
と
と
に
在
る

•の
で
■あ
る
か
ら
-:
»
此
著
#
の
胄
⑽
せ
る
代
財
效
用
論
は
明
に&

論
證
以
外
0
_歡
で
も
な
い
。ぃ
即
ち 

#
觀
的
憤
簿
圭
觀
的
價
値
に
還
ー
兀
せ
ら
れ

,
-そ
れ
は
そ
れ
ち
皆
鄹
價
値
じ
依
つ'で
亂
緊
6
れ
？

と
タ(

5
|
1
^
^
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^
:
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ム
，
バ
ゲヱ：：

ル
ク
'の
.主
觀
故
交
擻
價
値f

明
に就

：.

通

の

：
如
ぐ
述
べ
セ
居
る

「

主
観
的
交 

値
の
.暈
の
.定
義
ぞ
の
も
の
為
に.こ
そ
個
人
心
理
の
砂
上
に
打
ち
建
て.ら
れ
た
理
論
の
潰
滅
が
明
に
表
れ
る
し
。
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r
l
o
l
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1

5-

;■
■!、ォ•
.ッ
ペ
ン
ハ
ィ
マ
ー
は
、
貨
幣
に
依
る
評
價
と
い
ふ
こ
と
が
旣
に
ー
般
的
に
財
貨
の
樹
格
の
判
っ
て
居
る
時
に
の
み
可
能
で

あ

る

と

い
ふ
意 

'
敗
で
效
用
說
の
搪
環
論
を
難
ず
％.
:即
ち
.日
く
，.ぃ

：：：.
V
-.
V
を
 

.：v:
'
,'
-
v
:
:
v
:'
->

: 

.

':
-
-,
■'
,ノ
：

-■
■:

「
貨
幣
其
物
は
決
し
て.

『

主
觀
的
使
用
■

を
持
っ
.て
唐
ら
灯
®.
そ
れ
は
直
接
^
は
姐
做
だ
を-
類
の
.欲
^
を
滿
だ
ナ
も
の
で
も
な
く
ノ̂
^

•

錢
奴
0
妄
想
を
滿
す
办
み
で.あ
る
。
そ
れ
ば
、
滿
足
务
段
を
供
氣
教
故|-
1、_

レ

麗

的

に

の

：み
飲
望
.を
滿
だ
ず
こ
と
が
出
來
冬
そ
れ 

は
唯
1
他
の
直
接
15
:
有
用
な
る』

財
貨
即
ち
_
ま
.し
ざ
財
« ;
钇
代
蒸
^;
る
こ
と
が
：邢
敗
な

0
と
^

4の
ぼ
妞
何
な
石
抓
贫
ず
あ
る
か0、明
言
す 

.

る
ま
,
む
な
く
、'余
が
貨
幣
で
膦
得
る
称
の
抓
賢
で
あ‘
0
'欲勤
せ
る
何
ん.：な
敗
賢
を
、
又.ぞ
の
衡
何
^'
余
ぬ
.貨
幣
ね
依
3
:て
賈
ひ
得
る 

が
尺
ぞ
れ
は
、.余
の
貨
幣
貯
藏
額
が

'r

定
し
て
居
る
ど
ず
れ
ば
！5該
既
贫
吖
胤
格
に
依
存_す
：る
0
虞
幣
は
斯
ぐ
‘<0
:
如
ぐ
、
^
札
が
余
に
敗
り
て 

-
1贫
の
望
あ
財
貨
の
，一
定
數
通
を
表#
^'
ん
陬
り
に
於
ぞ0;
み『

由
^
§
價
.嬉
を
持
づ
0
而
し
て
、「

そ
和
ぬ
唯
V
余
が
財
貨
の
樹
格
を
知 

^
歡
合
に
夜
り
得
る.の
み
で
あ
るo
.
.
:
上.
f
 

'■
■:■:■:::

一
然
各
咕
惧
根
な'る
も
の
は
1'
#
現
象』
叹
研
來
に
依
っ'
.
.
て
初
ガ
で
演
繹
也
ら.る
^'
き
も
の
-で
あ
.る
.

(

ー
被
シ
後
に
初
め
て
、.最
も
單
純
だ
.場
岔 

.
即
.ぢ
孤
立
的
交
換
か.6;
>
、ニ
*
ー1の
單
純
な
.場
合
を
經
て
、現
實
的
市
場.'の
交
換
の
場
合
へ
と
正
し
く
進
ん
で
說
明
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
此 

竭
で
ば
斯
く
'>
先
づ
敎
出
さ
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
ぎ
の
價
格
が
前
提
.せ
^
れ
て
居
る
0
即
ち
.：
：
論
胁
阶
死
罪
に
皮
す
る.も
の
、.：
廣
證#.
淨
の
誤
で 

あ
る
，
；
J 

(
F

#''
o
p
p
e
n
M
m
e
r

で syst§

 der

coocioibgie-̂
^̂

上
の
_
に
述
べ
た
所
の.シ
ュ
ト
ル
.マ
マ
ン
、
デ
.ハ
リ
ン
瓦
び
オ
ぺ「
ン
ハ
ィ
ず 

芷 

に
效
用
說
の
浪
本
的.弱
，點
を
突
け
る.も
の
如
く
思
は
：れ
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
確
ゆ
吾̂
は
、.
交
換
經
濟
.の
肚
會
把
於
て.
'は
、
交
換
に
依 

っ
て
新
に
、
岗
.一
物
の
補
充
が
出
來
る■
ム
ロ
、
X:
ば
同
一
，
脒

に

就

て

雛

'九
.な
る
勝
發
特
に‘交
,
に
依
る
處
分
法
を
利
荷
し#-
る
罾
^.
.に 

は
、

. ^

韻
財
の
.狡
_
價
値
は
象
濟
主
體
の
主
觀
的
評
價
に1]
1
大
な
が
歉
響
を
與
へ
み
に
相
逡
& :

ぃ
0へ
又
.ー
淀
額
の
» -
幣
に
依
っ
て
.評 

價
す
る
爲
.に
吾
々
，が̂幣
の
.限
界
效
用
を
知
，つ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
も
亦
廳
で
あ
を
。

；

然
も
或
氮
の
^

の
，所
罾
#

に
取
つ
て
、

貨
幣
：の-限
#
效
用
は
唯
.

『

般
物
價
が
知
ら
れ
：で
：居
る
場
合
に
め
鈇
漸
心
知
ぢ
れ
得
る
の
.で

あ

る

？

；
'

ハ
.-
.
:'

•
く

::
.：

.
'■
'斯
が
な
譯
で
.
交
反
収
G
が
^
在
し
a
っ
交
換
謀
介
の
手
段
と
し
て
貨
幣
の
流
通
す
る
社
會
に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
經
濟
主

_體
は
-
其 

寶
賈
の
對
魚
と
す
る
所
の.財
貨
の
I

ら
ず
爾
餘
一
’般
の
：
財

貨S

格
を
知
ク
で
居
を
な
け
れ
ば
之
を
評
價
す
踅
の
出
來
る
も
の
で
.
 

は
な
い
1
此
事
實
を
指
匕
て
效
用
說
反
：對
論
盏
ぼ
：何
れ
が
異
ロ
岡
音
に
：其
循
環
的
論
理
の
誤
ぉ
指
摘
し
％

0
.
;
,
,

ゝ
.

)

.

： 

V 
::

.

之
に
對
し
て
限
报
效
用
說
は
如
何
な
る
說
明
を
與
べ
て
居
る
の
で
あ
る
か
。
四
〇

フ

n

1
リ
ン
0
上
衣
0
例
と
言
ひ
主
觀
^
交
換
琛 

値
の
理
論
息
日
ひ
何
れ
も
べl
A '
A

ヴ
，

直

如

何H

も
循
環
論
理
I

か
の
如
く
見
受
け
ら
れ
るP
,典
故
S

1

ム
；
パ
.

V
H
:

 J

は
說
明
齧
霊
理
の
非
難
を
蒙
り
易’ 

も
の
で
あ
る
I

と

知

り

、

か

、
る
：誤

解

を

避

け

る
I

:
に
苦
心
レ
で
.居
る
の
.で
ぢ
る
。
然
も
其
如
何
か
る
努
力
も■反
動
論
者
5：
'
-
承

服 

せ
し
む
る
に
至』

な
か
っ
た
も
の.

V

如
く
で
あ
る
。
吾
人
は
反
對
論
者
の
非
難
が
誤
解
に
f

も
の
で
あ
り
、

ベ
.
-

A
•
、パ
ヴ
エ
ル
ク
の 

說
の
芷
し
き
。
と
を
信
ず
るも

の
で
あ
%

近
く
は
プ
>>
リ
.ン
に
對
し
て
レ
オ•ケ
，
ァ

ベ

ル
へが
、

ネ
ッ
。へ
ン
ハ
ィ
マ
ー
に
對
ノ-r
-
は
ゥ
4 

ル
ヘ

ル

ム

‘

フ

ロ

.ィ
ダ
ル
ネ
が
、
又
ル1

K
ゥf

一
 

ス
6

ミ
G

ゼ
^
等
が
-说
丨
：ム
o.
所
：

i

に
遵
ひ
.っ
：V
:反

對

論

を

歐

し

て

靥

る

。
：
.吾

人

ば

此 

.等
の
效
用
論
者
論
を
引
證

J

て
以
て
效
用
說
の
齡.衾
命
的
弱
點
も
亦
弱
點
に
；非
ず
レ
て
寧
ろ
其
長
f

 
ー
0
姿

る

次

繁

說
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が
ぅ
と
思
ふ
。.
-然
も
其
說
明
は
頗
る
簡
單A
あ
在
0
/:
ゴ

；
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1

經
濟
主
體
が
一.財
の
，喪
失
$:
■
ば
他
の
或
代
用
財
の
補
充
に
依
っ̂
償
ひ
得
る
と
い
ふ
場
合
は
、
貨
幣
經
濟
の
：

.現
實
的
膠
_
.に
^
で 

は
當
該
主
體
が
任
意
に#
貨
釔
購
賈
し
得
る
と
い

(

ふ
瘍
合
身
鼠
す
る
0
先

-
財
が
錬

.々

な
る
使
途
に
；充
て
ら
：れ
得
る
_表 

同
^
>
慕

經

濟

の|

に
；於
て.
；は
經
濟
主
牆
が
任
意
：に
；財
貨
^

^

し
得
る
と
れ
ふ
場
舍
に
相
當
す
る0-
而
し
て
：斯
«

に
財
貨
の
購 

賃
又
は
墨
の
可
能
な
場
合
に
は
各
經
濟
主
體
錄
該
脉
貨

Q
.

直
接
の
、
使

用

價

値

に

.從
っ
：
.て
.之
を
評

價

する
：の
で
な
ぐ
^

限
界
I

I

のI

 

五

七
a

Q

i



腺
界
软
瓜
越
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の
狳
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：

五

八

(

1
0二
四〕

從

0
セ
評
儐
ず
る
(0
を
通
例
と
す
态

-々
-
-勿
論
其
財
め
交
換
奮
の
方
が'其
經
濟
逍
體
^
取
っ
ぞ
、
其

財

の

叢
.の
場
合
'に
ぽ
.其
使 

解
债
値
ょ
b
高
：い
限
#
效
用
を
有
し
‘
\
:其
購
買
(0
場
合
に
は
使
用
«
値
.ょ
り
偁
.い
限
界
效
.用
を
有
す
.る
も
の
'と
ず
る
-/
0
.然

ら

.
ざ

ふ

限

り 

脉
貨
の
交
換
取
引
は
發
逛
ザ
る
も0.
.で
へ
は
な
いo
. 

故
^
脖
貨
の
i

が
發
■
す
る
爲
に
ば
各
經
濟
主
體
に
豫
め
交
換
せ
.ら
る
\ 

財
貨
4
交
換
働
佌
が
.想
定
せ
ら
れ
•て
居
ら
ね
ば
^

b
ぬ
-o
t
否
な
、”特
定
脉
貨
(5
;
交
換
價
_

»)
:
. 

P

は
«
い
。
'交
換
办
郁
能
蛛
の
あ
：る
爾 

餘
.

1

般
め
脉
貨
；1#'
の
交
換
慨
値
の
知̂

れ
て
居
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
纖
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
0
換
言
す
れ
ば
各
經
濟
主 

體
ば
あ
汐
叭
る
財
貨
ぬ
交
撒
價
値
ぞ
知
ダ
て
後
ノ
即
ち
各
自
甿
脱
づ
で
の
貨
^
^
限
疼
效
用
を
知
っ
あ
後
に
初
め
て
現
實
に
交
換
取
引 

を
濟
资
せ
る

こ
'と
が
'出
來
：る
‘の
で
あ
る9
.而
し
て
實
際
.に
备
經
濟
由
體.は
茁
に
貨
幣g:.

眼
界
效
用
纪
零
慮
じ.
.ク
\
贤
買
ぞ
行
：0
で
展
が 

'の
で
あ
.る
。
而
じ
て
限
猓
效
用
說
も
亦
各
經
濟
至
膜
が
各
自
、
.
.貨
幣
.の
限
界
效
用
を
知
ろ'て
：居
っ
て
財
貨
の
評
價
を
燦t>
且
っ
交
換
を 

實
行
す
る
と
い
ふ
乙
厶
を
明
に
主
張
す
る
办
で
あ
-る
。
：

.
'
/
.
:
:

'

:
,

 ̂

,

:

,

.

、
' ;

其
處
で
問
題
は
次
の
一
點•に
歸
着
す
る
o 

'
反
.齡
論
者
は
貨
幣
(0
限
撂
效
用
を
豫
め
知
ら
れ‘で
居
.る
'も
の
と
爲
す
說
明
；のft
方
が
循
環 

論
法
で
あ
る
とi

ふ
。
效
用
論
者
は
之
に
反
對U
て
循
環
論
法
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
、
其
何
れ
が
與
1>
:
い
.か
:°

吾
人
は
效
用
說
.の
芷
，し
.さ
を
信
ず
.る
'。#

な
そ
れ
：許
り
•で
は
な
，

s

效
用
說
ゆ
反
っ
.て
之
一
に
依
っ
て
1
麼

現

實

.に
則
し
た
至
極
尤
も
な

說
明
を
加
.へ
る
^
>
.のぃ
で
あ
る
と
考.へ
る
0
ニ
：:
へ：

.:
:■'
''v
;:
> 

へ
，

V
:

.：

抑
，*
循
環
論
證
と
い
ふ
の
は
或
前
提
の
卞
に
結
論
が
與
：へ
.ら
れ
名
と
い
.ふ
談
明
に
於
.て
-'
同

時

吃

其

前

提

も

亦

結

論

に

依

っ

て

與

へ 

ち
れ
る
こ
と
、
略
言
す
れ•は
論
證
せ
ら
る
可.き
と
と
を
論
證
：の
根
據
ど
な
ず
說
明
：の
仕
方
で
あ
る
が
:'
效
用
說
は
決
し
：て
斯
様
な
論
點 

^

^
を
犯
す
も
め
で
は
な
ぃ
。
 

■ 

.
^
-
v 

V
-
' 

.

. 

.

'
..•
'■效
用
說
は
確
杧
各
經
濟
主
體
に
取
つ
て
貨
幣
の
限
界
效
用
が
知
ち
れ
.て
居
る
こ
と
を
前
据
と
し
て
居
る
。
貨
幣
の
限
界
效
用
が
知
ら

れ
る
爲
に
は
各
主
體.の
，所
有
す
.る
貨
幣
額
と1.

般
財
貨
の
.價
格
：と
が
知
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
之
も
亦
效
用
說
の
明
に
承 

認
す
る
所
で
あ
.る
。
.
#
主

體

Q,

所
有
す
る
貨
幣
額
即
ち
：其
財
產
狀
態
が
豫
め
知
ら
れ
て
居
る
、
又
は
一
定
し
て
居
る
と
爲
す
假
定
は
吾 

人
に
取
.つ
で
其
出
發
點
崞
於
て
當
然
許
さ
る
可
唐
も
の
で
'あ
つ
、
て
：
吡

處

で

問

題

4
す
芯
に
は
當
ら
ぬ
。.
.疑
は
れ
：て.居

る

，の

ば

、

：1:.

般
时 

貨
.の
.價
格
が
知
ち
れ
で
居.る
と
爲
す
想
觉
で
あ
る

o

吾
人
の
見
る
所
.に
.據
れ
ば
泚
瀨
淀
は
決
し
て
循
谶
論
證
を
惹
起
す
る
4
の
で
は
な 

^
。
#
經
濟
击
體
が
評
懷
の
藤_
と
し
丈
み
般
財
贺
の
：價
骼
祀
依
據
す
る
七
如
ふ
場
合
メ
^

の
依
骢
す
る
偾
楮
と
收
旣
に
嘗
て
市
場
に 

存
莅
し
た
價
格
、
經
濟
虫
體
や
屢.に
屬
す
る
所
の
過
衆
の
突
换
僩.«
龙

の

；
：で

务

つ

：
て
：

*其
評
價
ゼ
依
つ
て
將
に
淀
め&
れ
ん
4
す
み
所 

.の
價
格
で
は
無
い0
で
あ
名
タ
然
か
も
旣
往
泠
經
驗
に
屬
す
る
所
の
僩
潞
调
猶
對
的
敗
嫩
來
の
很
播
支
支
配
汴
る
と
い
ふ
こ
と
は
在
り 

得
ぬ
の
で
あ
つ
：て
、
各
經
濟
半
：體
は
唯ノ過
虫
.の
經
徽
に
依
^
;
:御
涞
の
：
,«
格

，
に

對

し

；
て

*
■
汰
负
價
漱
女
附
す
る̂

で
あ
る
o
;此
想 

像
土
の
價
格
が
現
實'f
t
市
場
忆
於
て
俄
立
す
る
所
の
，價#
と」

1
;致
す
る
:^
の
；で
：あ

务

如

^

ぅ

か

は

',
'
其
時
灰
の.'需

要

供

給0
關
係
に
，
依.
 

存
す
る
も
の
で
あ
：0
;て
、
.
.
.
決
し
：
て

豫:^
產

つ

て

：届

各
_

-;
1
?-は
-&
ヤ
^
則
似
て
知
，ち

れ

て

居

る

價

撕

が

各

虫

體

め

評

懊

：に
對
し
影
響
.を 

與
.
<
つ̂
ぞ
新
'に
成
觉
ず
名
價
格
杞
對
し
：て̂
亦
影
镏
を
及
す
法>
ふ
泛
と
は
確
沧
あ
名0

^
社
沛
場
贮
於
：て
現«
於
行
：は
れ
て
焐
る 

所
の
.事
實
で
あ
り
、
又
限
#
效
用
說
の
說
明
す
る
所
で
も
あ
る

が
、
併
し
前
以
て
知
ら
れ
て
居
る
値
格
を
參
考
に
せ
る
各
主
體
の
想
歡
上 

■の
價
格
が
其
傲̂

場
把
於
て
r^
a:
す
る
價
格
で
あ
る̂

考

，
へ

洛

め

は

課

も

湛

し

^
vi
l
gは

ね

仗

淑

ち

ぬ
-0
斯

様

に̂

^
し

，て
>

そ

初

め 

，て

效

：用

說
.は
循
環
論
證
.の
誤
を
犯
す
冬
の.
と̂
い
ふ
非
難
が
坐
れ
て
來
辱
の̂
あ
^
°̂
入
^
決
淀
す
.る
^

$
は
ぉ
..で 

を
決
定
す
'る

本
の
は

A
で

あ
る
と
い
ふ
；の
な
も
循
環
論
證
に
爲
每
が
ぐ
效
用
識
め
說
べ
所
.は
^
の
^
fe
A

I

A 

M
.
A

:<
D
關
if
>で
な
.く
A 

I

B 

|

^

|
の
關
係
私
0;
.で
.あ
る
。
，各
經
濟
主
體
が
想
宛
す
苓
所
め_

--
>
即
ち
主
觀
_

換
價
値
3
は
_
濟
^
の
1

$
に
依
づ
そ 

潘
響
？:
-受
け
る
が
、
其
«
に
依
つ
て
影
響
を
受
け
る§.は
<
で
な
く
し
て
、
市
場
に
於
て
之.ょ
り
.成
立
せ
ん
と
す
る
所
の
憤
格A
な
の 

眼
界
效
用
理
論
の
.襲 

-
i c

l
o
l
m
〕
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.
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ミ
,

瑰
寶
め
，市
場
.
.に
於
七
は
、.
需
要
0
側
め
：於

て

も

將

た

又

供

給

凝

：

£
於
；て
も
過
满
'晨

來

硿

坐
す
る
.：こ
と
尠
く
、
：：：大
體
過
去
に
於
て
懷
格
決
定
に
參
加
し
た
事
情
が
其
儘
繼
續
汴
る
で
；占
が
普
通
农
の
で
、

.ぉ

.に
依
つ
^:
決
定
せ
ら 

れ
る
が
が
13
衮
決
定
す
る
<
に
_等
し
い
外
觀
を
虽
す-§
の
.で
あ
.
.る
.0
其
爲
^

^

^
ふ
.
^
.
^
は
循
環
的
色
.彩
を
.表
す
に
過
.ぎ
.农
い
'0
新
^
形
成
せ
ち
^
\
'所
の
'腹
将
は
縱
令
ひ
同
じ
大
さ»
.も
»
.で
.あ
：
つ
て
も
典
原
因

i 

V
- 

,

へ
' 

J

ハ.吾
々
：の
豫
想
上
の

(

價
値
評
價
が
決
し
て
絕
對
的
に
將
來
の
：價
格
女
凌
配
す
る
^
の
で
な
い
坎
第
は

、
.
.
吾
々
が
日
常
經
驗
す
る
通
り
で 

あ
る
。.：

ベ
.：

1
-A
x
c
y
.
>
ル
^
の
言
ふ
.通
：',
1
)

「

：
,
.市
場
疋
：̂
ユ
は
現

實

：の

前

に

此

顧

想

:«
欣
含
飛
ば
：さ
れ_て
、
. '倚
も
吾
々
，
の
行
爲
の
指 

針

た

ち

ん

と

す

る
1
:切
の
*

求

責

失

つ

て

仕

舞

ふ

Q
し

，か

も

猶
i
旦
つ
此
豫
泡
I
從
は
ん
;i
欲
す
る
若
、：I-
-
1
1
口
す
れ
ば
如：

何
な
る
赁
牲 

を
拂
ふ
と
も
自
己
の
最
韧
の
見
解
に
基
い
ズ
、
«
猫
權
.成
が
.
：
,0
眼
前
^

1變
し
.て
飞
、
初
办
の
：豫
想
を
出
發
點
と
し
て
行
動
せ
ん
と
欲 

す
る
：諸
は
恰
:%
:
、
，.
明

日

は

雨

天

だ

.
と

の

先

入

觀

か

.
ら

、

.其
翌
日
靑
空
が
^
の
頭
士
ヤ
微
笑
ん
で
ゐ
る
亿
も
拘
ら
ザ
、
，
雨
傘
を
擴
げ
て
步 

き
廻
る
人
と
向
じ
嵐
を
犯
ず
孓
の
：
.で
‘あ
：；そ
.蜜
際
に
龙
て
，は
人
僩
於
斯
様
な
態
度
を
取.る
こ
と
な
X
、
上
述
せ
る
如
き
主
觀
的
腹
说
許 

價
.は
、
.市
場
.に
於
け
る
彼
の
實
際
的
態
度
の
.上
に
必
要
な
商

ag

本

一

治

の

價

格

、
，
例

.
へ

虹

四

0
フ
ロ
ィ
リ
ン
で
購
认
得
る
と
の
一
般
的 

希
望
以
外
に
ば
何
等
の
影
響
を
與
べ
な
い
。
此
價
格
re
そ

れ

が

獲

ら

れ

、

ば

勿

論

結

■
で
.あ
る
が
、
，得
ら
れ
な
け
れ
ば'*
彼
は
そ
れ
に 

も
拘
ら
ず
拱
手
し
セ
直
ち
に
歸
る
こ
，と
な
く
、
現
實
.に
依
0
.て
裏
切
ら
れ
た
希
望
を
乘
て̂
彼
の
他
の
事
情
.
.に
基
い
て
幾
分̂

値
を
附 

け
る
べ
き
か
否
か
を
熟
考
す
る
の
で
あ
る

」

.
%§〕

土

々

丨
.

,

人
"
.
:
' 

. 

.

' 

—

o
B
5
h
?
B
a
w
e
r
r
,
a
,
>
o

』

.
岩
波
文
庫
版
-—
*
九
九
頁
。

、̂
，
：

之
を
要
す
る
に
吾
々
の.豫
想
土
の
價
格
と
い
ふ̂

の
は
暫
定
的
、
假
定
的
性f

:
帶
び
：て.：居
る
も
の
セ
.あ
.つ
'

決̂
し
て
價
値
！̂

(O
'
 

究
極
の
甚
準
を
爲
る
も
め
で.は
な
い
。.：究
極
の
蕋
準
を
與
べ
る
も
の
は
猶
局
其
財
貨
の
直
接
の
限
界
效
用
で
あ
る
。
若
し
四
〇
フ

P-
丨 

リ
ン
'に
依
つ
：て■ト
：衣
：を
購
入
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
七1>
‘て
'も
->
,
.其
人
は
其
.職
入
怒
.金
然
斷
念
す
る
：こ
ど
な.く
寧
.ろ
-,
>
'
^
衣

の

直

接

の

限 

界
效
用
の
範
圍
內
に
在
る
如
何
な
る
價
格
に
も
同
意
す
る
”に
相
違
な
い
办
で
あ
る？':: 
:
,
_■;•
:
:じ：
.
.
'
へ'
:
'
.
:
.
:
.

.

ハ'
：

;,-
:

V
フ
ロ
ィ
ゲ
：ル
ス
は
此
點
に
關
す.る

オ

、ッ

ぺ

シ
<
:ィ

：
マ
丫
め
'質
問
.に
.對

し

て

次0
如
ぐ
答
へ
へ
.て
居
.る「

若
し
べ
ー
ム
が
、
價
格
を
生
み 

招
す
所
.の
.價
値
評
價
を
ば
、.そ
れ
は
：そ
れ
で
更
に
擅
格
に
依
存
せ
る
所
の
價
値
評
價
豸
㈣
に
實
際
に
歸
着
サ
じ
め
で
居?>
:
ど

ず

れ

，
ば
:;
>
ノ 

其
場
合
.に
は
確
に
價
格
形
成
の
說
明
に
循
環
が
在
る
で.あ
ら
ぅ
。
然
る
に̂
貨
幣
を
.其
交
換
價
恤
に
從rp
•て
-評
慎
す
.る
I

、
換
言
す
れ 

ば
人
が
貨
幣
に
依.つ
.■て
購
入
し
得
る
，と
信
ず
る
所
の
財
貨
に
從
つ.て
、
即
ち
想
像
上
の
價
格
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從
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幣
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評
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す
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と
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決
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的
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で
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な
い
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た
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隞
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に
徹
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徹
尾
信
賴
し
得
る
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の
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實

際
^
於
v
rt
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想
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：上
の
.價
格
が
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v
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れ
だ
評
價
I
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て
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敗
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也
ら
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を
檄
な
場
合 

が
頗
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少
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m
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.
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同
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ヶ
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即
％
泊
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旣
准
.の
價
格
か
ら
出
發
す
.る
本
と
ほ
本
來
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慎
格
決
定
原
因
に
非
ざ
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假
萣
的
な
價
値
評
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。
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滞
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貨
幣
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潰
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す
る
て
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意
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す
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照
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：如
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述
べ
ヤ
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ゐ
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裳
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布
場
？
格
が
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濟

遽

■の
.價
嘯
評
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に
：丨

無
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の
：
で
は
な
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或
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ぃ
影
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あ
り
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昨
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に
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で
は
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い
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當
か
と
言
へ
ば「

入
間 

の
欲
朝
と
此
欲
留'を
充
た
す
財
貨
の
有
用
性
に
關
す
る1

_の
見
解
と
は
、
恰
度
人
間
の
所
有
す
る
財
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あ
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备
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と
X

こ
と
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在
る
。
若
し
市
場
ぱ
货
て
眷-の
斷
に
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氣
突
敗
の
價
鐘
咖
が
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ノ
在
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れ
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、：客
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換
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濟
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运
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つ

^
の
は
效
ff
l
說
の
說
明
が
旣
.往
.の
市
場
價
格 

體
の
_
傾
一7~

形
成
せ
ら
^

X市
場
價
格
と
い
ふ
關
係
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摘
す
る?>
.ので

：：

あ
^
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な
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純
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市
場
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格
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；
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體
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宛
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貨
幣
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用
を
想
定
し
て
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て
交
換
取
引
に
從
寧
す
る
と
い

ふ

叚

定
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用
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於
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效
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說
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對
す
名
價
値
論
卜
：
の
：、

1

名
批
判.
は
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.逛

記

の

：
效

用

概

念

0

虛

鞲

論
を
無
甩
と
考
へ
る
若
、
及.び
賢
川
の
訛
明
に
失
肷
せ.り
と
說
く
背
等
が
居
る
が
、
.此
等
に
就
て
は
嘗
て
經
度
か
本
誌
に
論
じ
た
所
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あ
る
か
ら
、今
兹
に
效
用
說
擁
誕の
論
文
を一

應
終
結
す
る
に
當
っ
て#
言
す
る
の
必
要
は
ぁ
る
ま
ぃ
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